


   「橋本の歴史 ガイドブック改訂版」の発刊に当たって 

 リニア新幹線の駅が橋本に設置するための工事が始まりました。これが完成すれば、

都市化は一層進み、新たな住民となる人も増えるでしょう。 

 一方、昔から住んでいる人も、生活の変化に伴い過去の様々なことが同じ家の中でも

うまく伝承されなくなってきています。 

 当地で生まれた子どもは、橋本が故郷になるわけです。単に生活が便利ならばよいと

いうのでは味気ないと考え、公民館運営協議会委員の有志 4 人で、平成 15 年に「橋本

郷土かるた」の作成に取り組み、平成 18 年に完成させました。これを橋本公民館区の小

学校等に寄付すると同時に、橋本のまちに関する授業にも協力してきました。 

 橋本のことを知ってほしい、愛着を持ってほしいとの願いから「橋本の歴史を知る会」

を 20 人で発足させ、「かるた」をベースに作成したのが「橋本の文化財おさんぽマップ」

でした。 

 「マップ」は相模原市の地域活性化事業交付金により 1 万５千部印刷し、公民館区の

自治会加入の家庭に、自治会に依頼して配布しました。以来、小学校を始め、各種団体、

他地区からも説明や案内などの依頼が来るようになりました。 

 さらに、詳しい説明が欲しいとの要望がありました。会員の一人である阿部明子さん

（元青少年指導員）が、子どもたちへの説明のため作った３冊のテキスト（コース別）

をもとに前代表関根和行氏（故人）が会員と共に、説明や資料を加えて平成２７年に「橋

本のガイドブック」（1 千３百部）を作成しました。 

 今回、「ガイドブック」を増刷するにあたり、田中勝年さんをはじめ、会員の協力によ

り、全体の見直しを図り、誤表記等の訂正及び発行時以降の経年変化等の加筆を行いま

した。 

 どうか、このガイドブックを活用して、先人たちの努力や絆を知り、より橋本を理解

していただき「住んで良かった橋本」を作る一人になっていただければ幸甚に存じます。 

 

平成 30年 2月 

                橋本の歴史を知る会 

                    代 表 金 山 勝 郎 

 橋本遺跡から出土した土器の文様                                        
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１ 地球誕生 45 億年 

   日本各地で、山々が噴火して日本の地形は変化しておりました。 

    およそ、70 万年前頃から愛鷹火山、小御岳火山、箱根火山が活動していました

が 10 万年前頃に小御岳の南側を突き抜けて火山が噴火しました。この噴火した

山を古富士といい、関東一円を長い間火山灰で覆いました。この火山灰が堆積し

たものを関東ローム層と言います。それから、また、約 1 万年前にこの古富士の

ところから新しい噴火が始まり、この噴火した山を新富士（現在の富士山）と呼

び、これも多くの火山灰が関東一円を覆いました。この時の火山灰が、相模原の

現在の表面にある黒土です。 

    この新富士は、記録では、781 年から 1707 年の宝永山の噴火まで 13 回の大き

な噴火があったとのことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
氷河期 

24 億年前 ～ 22 億年前          ヒューロニアン氷河期 
     7 億 6000 万年前 ～ 7 億年前       スターチアン氷河期 
     6 億 2000 万年前 ～ 5 億 5000 万年前    マリノアン氷河期 
     4 億 5000 万年前 ～ ４億 2000 万年前   アンデス・サハラ氷河期 
     3 億 6000 万年前 ～ ２億 6000 万年前   カール氷河期 
        300 万年前 ～            新生代氷河期 
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２ 相模川の流れ 50 万年 
    

およそ 50 万年前に、相模川は、箱根山塊、丹沢山塊のほうから御殿峠を通り

多摩丘陵に沿って稲毛方面に流れていました。洪水のたびごとに流路を変えて、

約 1 万年前以降は、ほぼ現在の位置を流れるようになりました。 

    相模川が、現在の境川の付近一帯に流れていた証拠に、境川の川底に大きな石

が転がっていますが、これらの石は、丹沢山地の岩石も含まれており、昔、相模

川が運んだ石であることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

広く流れた 

   約 7～5 万年前の相模川 

 

 相模川は、流路を変えながら、時には土地を削り、時には土砂を堆積したりしま

した。これと同時に、気候の激しい変動により相模湾の海水面が上昇したり、下降

したり、また、土地が隆起したりして相模原段丘、田名原段丘、陽原段丘が形成さ

れました。 

  （「境川流域ガイド」・相模原市・平成 22 年発行） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 



3 

 

３ 日本人はどこから来たのか？ 
   

    ７～２万年前の日本列島は、アジア大陸と続いており、ナウマン象、シカなど 

多くの動物が日本に渡ってきました。 

大陸にいた人々も、この動物たちを追って渡ってきました。 

一説では、中国南部やアジア南部に暮らしていた古モンゴロイド（蒙古系人種）

が、日本列島にやってきて、縄文人となり広く各地に住むようになったと言われ

ています。またアジア大陸の寒冷地にいた新モンゴロイドが、紀元前 5000 年ご

ろ朝鮮半島から稲作技術とともに日本列島にやってきて、弥生人となり、その後、

縄文人と弥生人とが混血をくりかえし、現在の日本人の祖先になったと考えられ

ています。 

（「古代日本の大常識」山岸良二監修・ポプラ社） 

 

   岩宿遺跡とは 
      

関東ローム層には、人が住んでいなかったとの考古学者の説でしたが、昭和 21

年に相澤忠洋（独学の考古研究者）さんが、赤土（関東ロ－ム層）の崖から 31点

の石器を発見、約 3万年前から人々が住んでいたことがわかりました。 
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４ 縄文・弥生時代 
 

    縄文時代には、初めて土器を使用するようになりました。そのころになると、

火山灰（ローム層）の堆積も終わり、植物が繁茂し、草原や樹林地が広がりまし

た。 

    境川のほとりで人々が生活を始めたのは、今からおよそ 3万年前の旧石器時代

と言われていますが、この頃は、狩りや、木の実をとり、水のある川沿いに移動

をして生活していました。 

しかし、縄文時代になると人々は、食糧の得やすい場所で、日当たりがよく、

飲み水が確保でき、さらに見晴らしのよい段丘に住居を構えました。 

現在、遺跡の数は多くありますが、約 4,500年前の縄文時代中期のものが圧倒

的に多くあります。 

 

旧石器時代 縄文時代 弥生時代 古墳時代 

原始時代 古代時代 

～2万年前 約 1万年前 約 2500年前 約 1700年前 

日本列島に人が

住みはじめる 

約 1 万３千年前

竪穴住居で定住

する。縄文土器 

水田での稲作 

青銅器、鉄器を

使う。弥生土器 

３世紀後半から

古墳づくりが始

まる 
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国指定文化財 相模原市内には、国指定の文化財が４か所あります。 

 

１ 寸沢嵐石器時代遺跡 
              国指定年月日  昭和５年１１月１９日 

 所在  相模原市緑区寸沢嵐５６８－２ 
   
概要 昭和３年（1928）７月、畑の耕作中に石が敷かれ

ている場所が発見され、長谷川一郎氏による発掘調
査で敷石住居跡であることが確認されました。この
遺跡は、石器時代（縄文時代中期末葉（約 4,500年
前））のものとして、考古学研究史の上で重要な遺跡
です。 

 
２ 川尻石器時代遺跡 
      国指定年月日  昭和 6年 7月 31日～以降追加指定あり 
      所在  相模原市緑区谷ケ原 2丁目 788－2 

                
 概要 特に縄文時代中期から後期（5,500～3,500年前）

の大きな集落で、約 2.3ヘクタールが国の指定。大
正時代から調査されており、多くの遺物とともに、
敷石住居跡、配石遺構、配石墓群など礫石を多用し
た遺構があります。80軒以上の住居跡が確認されて
います。 

３ 勝坂遺跡 
国指定年月日  昭和４９年７月２日～以降追加指定あり 

    所在  相模原市南区磯部１７８０ 
      
概要 縄文時代中期（約 5,000年前）の大きな集落跡です。  

大正１５年(1926）考古学者大山柏氏による発掘調査
で発見されました。縄文土器は、立体的な装飾の文様
や顔面把手などが学会の注目をあび、「勝坂式土器」と
して、縄文中期の目安とされました。 

 

４ 田名向原遺跡  
国指定年月日  平成１１年１月２８日 
所在  相模原市中央区田名塩田３－１３ 

概要 区画整理事業に伴い平成９年に発掘調査が行われ、 
  住居跡と推定される遺構が発見されました。我が国最  

古といわれる後期旧石器時代（約 20,000年前）の遺跡    
です。  
発見された石槍などは、長野県や伊豆、箱根などの黒  
曜石が使われており、当時、遠隔地との交流があった 
ことがわかります。 
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５ 橋本に人が住み始めた！ 
 
橋本遺跡 

 

橋本遺跡は、元橋本町にあり、国道 16号の八王子バイパス工事で昭和 55年

6月に発掘調査が開始されました。 

  この調査で、約 1 万 5000 年前の先土器時代から縄文時代の土器や住居址な

どが確認されました。 

  この土器の中に、平成 26 年に市の指定有形文化財になった顔面、両足など

の省略化、簡略化された女性の土偶などがあります。 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  橋本遺跡からの出土品 

                    

橋本遺跡から出土した土偶は、多摩丘陵など関東

南西部に分布する地域性があり、橋本遺跡での発見

に因んで「橋本土偶形式」とも呼ばれています。                  

この土偶は、祭祀を知るうえで学術的価値の高い

考古資料です。 
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  縄文時代の生活 

                  

 縄文時代は、弥生時代まで約 1万年の間続き狩

猟、植物採取を基盤として定住していました。 

  土器は、主として食糧の煮炊きや食料の保存の

ために作られており、表面に網目の模様がついて

いるので、縄文式土器と言われます。 

  また、土器の形や文様から、縄文時代を一般に

創期、早期、前期、中期、後期、晩期の 6期に区

分されています。 

 

 

 

  弥生時代の生活 
        

 弥生時代は、水稲栽培による農耕が開始されました。また、この時 

代鉄や青銅器が製作され、さらに紡織技術も広まってきました。生活 

に必要な土器も縄文土器と異なり単純化された土器（弥生式土器）に 

なりました。 

        県内に弥生式文化が入ってきたのは、紀元前 3世紀～2世紀の前期 

末から中期後半です。 

        相模原からは、稲の耕作に適した土地が少ないため、遺跡は旧市内 

地区では上矢部和組遺跡や上溝三屋遺跡から土器の破片が数点発見さ 

れているに過ぎない状況です。 

        津久井地区では、中野大沢遺跡、三ケ木遺跡、鼠坂遺跡で土器の破 

片が発見されていますが、生活した集落、水田等の遺跡は、発見され 

ていません。 

 

旧石器 縄 文 弥 生 古 墳 奈 良 平 安 
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６ 古墳時代と相模原 

  

   古墳時代は、3世紀半ばから 7世紀末までの約 400年間を一般的に指します。 

   古墳時代前の弥生時代には、稲作が行われていましたが、耕作する技術、土地

の管理など多くの人が必要で、必然的に指導者・リーダーの存在が重要となり、

村の形態ができ、また村と村の争いが生じ、この村を統一する有力者が現れ、そ

れらが結びつくことで、大和地域（奈良県）の勢力が中心になり全国的な政治支

配が確立されました。 

   この頃の有力者の墓を古墳と言います。 

   この古墳は、古墳時代の前期において、全国各地で前方後円墳として造営され

ています。しかし、後期には、小規模の円墳が多く見つかっています。これは、

大きな権力を握る指導者だけでなく、村のリーダー層、豪族なども葬送に際して、

前方後円墳から石室や円墳を真似て小規模で、造営されたものだと考えられます。 

 

  市内では、7 世紀前半に造られた谷原古墳群（田名塩田～当麻）に武具、装身

具などの副葬品が見つかっています。その他に川尻八幡宮境内に露出した石室が

あります。また久保沢の春林横穴墓群もあります。 

 

  古墳時代の生活環境イラスト 
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７ 飛鳥・奈良・平安時代（古代） 

 

飛鳥時代 
    

 飛鳥時代は、32代天皇崇
す

峻
しゅん

天皇の 5年（592年）に暗殺され、同年に 33代推古
す い こ

天皇が即位した年から、都を平城京（奈良）に和銅 3 年（710 年）に移すまでの

118年間を飛鳥（奈良県明日香村）時代と言います。 

この時代は、四世紀の中ごろから大和にいた豪族が、一つになり天皇を中心と

した大和朝廷をつくりました。しかし、この豪族のなかで実権をもった蘇我氏が

現れました。 

     聖徳太子は、これらの豪族をおさえ、国を治めるため、仏教を中心として法隆

寺をはじめ各地に寺を建立し、天皇を中心とした国家体制の基礎を作った時代で

もあります。 

     しかし、聖徳太子が死ぬと蘇我氏が権力をふるい横暴をきわめたので中大兄皇

子は 645年に蘇我氏を倒し、新たに政治を始めました。これを大化の改新と言い

ます。 

     この新たな政治は、国制では、全国を郡と里に分け、土地は、国のものとする

（公地公民）。さらに税は、租
そ

、庸
よ う

、調
ちょう

とし納税の義務を課しました。また全国の

戸籍を作り国の統一を図りました。 

  

             主な出来事 

                ６０４年 聖徳太子憲法１７条制定 

                ６０７年 小野妹子らを遣隋使とした 

                ６０７年 法隆寺の建立 

                ６４５年 中大兄皇子らが蘇我入鹿を暗殺 

                  ６７０年 全国に戸籍（庚午年籍） 

 

 

 

       法隆寺 

 

 

飛鳥時代 奈良時代 平安時代 

古    代 

592  ～  710 ～ 794       ～ 1185 

 593  

 聖徳太子摂政とな

る 

710（和銅 3年） 

 都を奈良（平城京）に

移す 

794（延暦 13年） 

 都を京都（平安京）に

移す 
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   奈良時代 

    

 奈良時代は、和銅 3年（710年）に 43代元
げ ん

明
め い

天皇が即位し、都を平城京（奈良）

に移してから、50代桓
か ん

武
む

天皇が延暦 13年（794年）に都を平安京（京都）に移す

までの 84年間の時期を言います。 

    奈良時代には、大化の改新の後、天皇を中心とする政治や全国支配の組織が確

立され、また唐の文化が渡来し仏教の普及や文字などの文化が栄えました。 

    45代聖
しょう

武
む

天皇は、仏教の力で国を治めることを根本に、全国に国分寺の建立を

命じ、都には、東大寺に大仏を造りました。 

    また、日本の歴史を明確にするために古事記、日本書紀の編纂をしました。 

                主な出来事 

                  ７１２年 古事記が完成 

                  ７２０年 日本書紀の完成 

                  ７４９年 東大寺の完成 

                  ７５２年 東大寺大仏開眼 

                  ７５９年 鑑真が唐招提寺建立 

    

   相模原では 
   

   この時代、地方に国、郡、里と言う制度が設けられ、相模原市は、相模の国

に属し、高倉郡、愛甲郡に属していました。 

     農民は、税を納めるほかに、都の警備にあたる「衛士
え じ

」もあり、期間は 1年

で、北九州沿岸を守る「防人
さ き も り

」では、期間は 3年でした。 

     天平 10年（738年）相模国の防人 230名が帰国したとの記録があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  奈良時代の相模国 
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   平安時代 

      

平安時代は、都を 794年平安京（京都）に移してから、平氏が壇の浦で敗れ滅

亡した 1185年までの 391年間を言います。 

     この時代は、国を守る軍制の中で武士階級が登場し、実権を握り、その後平氏

と源氏が保元の乱、平治の乱を経て、平氏が滅亡した時代であります。 

     一方文化面で、漢字をもとに生み出された平仮名、片仮名が使われるようにな

り、「源氏物語」「枕草子」など文学の花開いた時期でもあります。 

     また、中国に渡った僧、空海、最澄などにより新しい宗派ができ関連して多く

の寺院が建てられました。 

 

    相模原では 

    

  相模原の台地に、9 世紀から 10 世紀にかけて境川、相模川沿岸に集落が発展

し、さらに水辺から離れた台地や山間にも集落が作られるようになりました。 

     東橋本の矢掛・久保遺跡では、34戸の竪穴住居跡と 27棟の掘立柱の建築跡が

発見されております。都では、華やかな生活をしていましたが、地方の農民は竪

穴住居に住み、重い税金にあえいでいたようです。 

     平安時代の後期には、武士団が全国各地に組織され、市域南部では、現在の藤

沢市域にいた渋谷氏の領下にあったと考えられます。市域の北部には、武蔵国の

横山党（八王子）が、相原、小山、上矢部、田名などを支配下にしていました。 

     この頃、国、郡、里と言う組織のうち、里は卿に改名され、この卿は、50戸で

形成され、高座郡では、14 卿あったことが「倭名類聚鈔
わみょうるいじゅうしょう

」に記録されておりま

す。 
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８ 鎌倉・室町・戦国時代（中世） 

   

  鎌倉時代 
    

  源頼朝が兵を挙げ文治 2年（1185）に壇ノ浦で平氏を滅ぼして、建久 3年（1192）

鎌倉に幕府を開いてから、足利尊氏、新田義貞らにより、鎌倉幕府が元弘 3 年

（1333）に滅ぼされるまでの 141年の間を鎌倉時代と言います。 

     この時代、武蔵の国、相模の国には、武蔵七党と呼ばれる武士団が勢力を広げ

ていました。この中で、横山荘（八王子）を本拠地とする横山党が頼朝の配下に

あり活躍していました。 

     

相模原の横山党  

 

 横山党には、粟飯原
あ い は ら

（藍原
あ い は ら

）、小山、野辺、田名、小倉、大貫など現在の地名

となっている名字
み ょ う じ

を持つ武士軍団がいて、原野に館を構え、一族郎党を率いて周

辺の土地を開発していました。 

                     この横山党は、建保元年（1213）5 月 2

日に北条義時（北条 2 代執権）の横暴に恨

みを持つ和田義盛が乱を起こした時（和田

合戦）に味方したが敗戦。これにより横山

党は、滅亡してしまいました。 

 

 

 

 

 

 

 

                 （相模原市立中学校社会科副読本） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鎌倉時代 南北朝時代 室町時代 戦国時代 

中     世 

1192 

 源頼朝、征夷

大将軍となり、

鎌倉に幕府を

開く 

    1333 

 新田義貞ら

幕府を倒す 

1338 

 足柄尊氏征夷大将軍となり、 

京都室町に幕府を開く 

 

                                  1573 

      足利義明、信長に追放される 

 

戦国大名の台頭 

 関東  北条 

 越後  上杉 

 甲斐信濃 武田 

 中国  毛利 
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   鎌倉幕府の滅亡 
     

治承
じ し ょ う

4 年（1180）に伊豆に流されていた源頼朝が兵を挙げたこの時、関東の多

くの武士団が味方し、文治元年（1185）に壇の浦において平家を滅ぼしました。

頼朝は、建久 3 年（1192）征夷大将軍に任じられると鎌倉に幕府を開きました。 

    更に、頼朝は各国に守護を、荘園には地頭を置いて領地の支配を強化しました。 

    しかし、建久 10年（1199）に 51歳で突然死亡。 

    その後、源頼朝と北条政子の間に生まれた長男頼家
よ り い え

が建仁 2年（1202）18歳で

征夷大将軍となり二代目となったが、病弱でもあり、実権を握っていた北条方の

策略で、建仁 3年（1203）伊豆の修善寺に流され、さらに翌年北条の手兵に殺害

されてしまいました。 

    次いで、次男の実朝
さ ね と も

が三代目の征夷大将軍になったが、承久元年（1219）27歳

の時、頼朝の子公
く

暁
ぎょう

（宮司）によって、鶴岡八幡宮の銀杏の木の傍らで殺されて

しまいました。 

    これにより、源は三代で滅亡しました。滅亡したのち、四代目以降の将軍は、

宮家などから将軍を出しましたが、実際の権限は、執権職を北条家が持っていま

した。 

初代執権は、政子の父時政がなり、以降 16代盛時まで、頼朝が幕府を開いてか

ら 141年間鎌倉幕府が続きました。 

  

鎌倉幕府滅亡の理由 
     

当時の天皇は、後醍醐天皇でした。天皇は、幕府の衰えを見て 1324 年と 1331

年の二度、倒幕の計画をしましたが、幕府に知られ、捕らえられ隠岐
お き

に流されて

しまいました。 

    その後、執権北条高時の時、楠木正成
ま さ し げ

が天皇を中心に政治を行うべきと叫び、

幕府軍と戦い、後醍醐天皇も隠岐を脱出し、足利尊氏
た か う じ

と京都にあった六波羅探題

を攻め落とし、関東では、新田義
よ し

貞
さ だ

が正慶 2年（1333）に鎌倉を攻めて、鎌倉幕

府を滅ぼしました。 
    
      源の系譜 
 
     源 義朝             北条時政    

 
 
 

   源 頼朝①              北条政子  北条義時  
 

 1147年生（久安 3年）   
    1199年突然死（建久 10年）51歳没 
    （1192年征夷大将軍～1199年） 
 
 
       頼家②             実朝③   大姫    三幡 
 
       1182年生（寿永元年）        1192（建久 3年） 
        1204年没（元久元年）21歳没    1219年（建保 7年）27歳没 
       （1202年征夷大将軍～1204年）   （1203年征夷大将軍～1219年） 
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    室町幕府 

    

 足利尊氏が、光明天皇（北朝）を擁立し、征夷大将軍になった延元元年（1338）

に京都の室町に幕府を開いたことから、15 代将軍足利義昭が、天正元年（1573）

に織田信長によって京都から追放されるまでの 235 年間を室町時代と言います。 

     足利尊氏が幕府を開いたとき、共に鎌倉幕府を倒した後醍醐天皇は、吉野（奈

良県）に南朝を開きました。 

    この南北朝も元中 9年（1392）に、3代将軍足利義満により統一されました。 

   

 室町時代 
    

 室町時代は、大きな飢饉が何度かあり、農民の一揆や地方の武士による反幕運

動がありました。 

    上杉禅
ぜ ん

秀
しゅう

の乱、永
え い

享
きょう

の乱、結城の合戦、嘉
か

吉
き つ

の乱、享
きょう

徳
と く

の乱があります。 

    文化の面では、３代将軍足利義満のとき、応永４年（1394）に京都の北山に金

閣寺を建て、8代将軍足利義政のとき、文明 15年（1483）に銀閣寺が建てられる

など、さらに北山文化、東山文化と今日の茶の湯、能楽、書院造りなど、文化の

基礎が確立された時代でもあります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
          金閣寺             銀閣寺 
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   戦国時代 

     

 戦国時代の始期と終期については、諸説があります。 

     一般に応仁元年（1467）の応仁の乱から豊臣秀吉が天正 18年（1590）に小田

原の北条氏を討ち、東北の伊達政宗らが従ったので、全国を統一したことで、

この期間を指します。 

     応仁の乱によって幕府の力が衰え、全国各地に実力で領地を得ようとする戦

国大名が現れました。これらの戦国大名は、領地の拡大と天下を統一したいと

近隣の大名との戦いを繰り返していました。 

     その戦国大名の中でも織田信長が、新しい武器である鉄砲を採用し、永禄 3

年（1560）に桶狭間の戦いで今川義元を討ち、続いて永禄 10 年（1567）美濃

（岐阜県）の斎藤氏を滅ぼし、元亀元年（1570）姉川の戦いで近江（滋賀県）

の浅井氏と越前（福井県）の朝倉氏の連合軍を破りました。 

     しかし、天正 10年（1582）家臣の明智光秀に京都の本能寺において討たれ、

亡くなりました。 

     豊臣秀吉が、明智光秀を討ち、翌年天正 11年（1583）に信長の家臣柴田勝家

を討って信長の跡継ぎの地位を得ました。 

     豊臣秀吉が 1590 年に小田原の北条氏を討って全国の統一を成し遂げたが、

慶長 3年（1598）に病死をし、豊臣秀吉の天下は 15年の期間でありました。 

     その後、慶長 5年（1600）に関ヶ原の戦いがあり、元和元年（1615）に大坂

の陣において、秀頼（28 歳）、淀君（49 歳）が没し、豊臣氏が滅亡しました。 

 

 

 

 

 

        織田信長        豊臣秀吉         徳川家康  

        (1534～1582)         (1537～1598)          (1542～1616) 
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9 江戸時代 
    

   徳川家康は、小田原城攻めの功績により関東 8 か国を、豊臣秀吉から与えられ、

天正 18年（1590）に江戸城を本拠地と定めました。 

   その後、1603 年に征夷大将軍となり、江戸に幕府を開いた時から 1867 年大政奉

還するまでの 264年間を江戸時代と言います。 

   江戸時代の相模原は、相模川沿いや境川沿いに人が住んでいましたが、その他の

土地は、広大な平地で雑木林や原野で、特に水利が悪いため、ほとんど人も住まず

村と村の共有地（入会地）で、堆肥にするための落ち葉や、燃料にするための薪、

屋根を葺くための萱などを得る場として、利用されていました。 

 

  

 徳川家康 

   徳川家康は、1542 年に三河（愛知県）の岡崎  

城主松平広忠の長男として生まれ、幼名を竹千代

と言いました。 

   幼い時、織田氏や今川氏の人質として 12 年間

暮らしました。   

   1560年の桶狭間で、織田信長によって今川義元

が滅ぼされたことにより、人質から解放され岡崎

に帰り、三河の国の統一と周辺の領土の拡大を図

りました。 

   秀吉が死んだ後、1600年に関ヶ原の戦いで勝利

し、1603年に征夷大将軍になり、江戸に幕府を開

きました。しかし、2 年後に子どもの秀忠に将軍

の位を譲ってしまいました。 

   これ以降、家康は駿府城に住み実権を握ってい

ました。 

   1615年 5月大坂夏の陣で勝利し、完全に豊臣氏

を滅ぼしました。 

  1616年に 75歳で没しました。 
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１０ 橋本村・小山村の誕生 
 
    安土・桃山    江  戸      明 治 
        1591    1603           1868    

             徳川家康江戸城       大政奉還 

                   正保 3年              明治 22年 

               1646     橋本村・小山村     1889 

 

      天正 19年（1591）に徳川家康が、相模原の知行割（領地割）を命じたが、

その時の記録に、境川（高座
たかくら

川）に沿って相原村、矢部村、淵野辺村、鵜野

森村、上鶴間村の五か村、相模川に沿って大島村、田名村、当麻村、磯部村、

上溝村、下溝村の七か村で、全部で 12か村が記録されています。 

      このとき、境川沿いの村々は、徳川の直轄地、相模川沿いは、内藤清成、

中段の上溝、下溝は、青山忠成の領地とされました。 

      その後、慶長元年（1596）年に大島村から上九沢村が分離し、次に正保 3

年（1646）に、相原村が上相原村、橋本村、小山村、下九沢村に分村され、

さらに貞亨元年（1684）に上矢部新田が誕生して、17か村になりました。 

      正保 3年に初めて、記録に橋本村、小山村の名前が出てきました。 

      この橋本村、小山村は、明治 21年（1888）市町村制が公布された翌 22年

に橋本村、小山村は、相原村に吸収されました。 

      このとき他の村々も合併されて相模原は、相原村、田名村、大野村、大沢

村、溝村、麻溝村、新磯村の７か村になりました。 

      橋本村、小山村は、正保 3 年に誕生し、明治 22 年までの 243 年間存続し

たことになります。 
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１１ 相模野の開発と耕地拡張 
 

     江戸時代の相模野は、広大な原野でした。 

     下の入会絵図は、元禄年間（1688～1703）に作成されたものです。この相模

野と言われる台地は、北は橋本から南は座間まで続き、水利に乏しいため、人々

が居住することができず、周辺の村の入会地（原野に入る権利の設定がある土

地）として、利用されていました。 

     この入会地の雑草や樹木は、牛馬の飼料、堆肥、燃料などに使われていまし

た。 

     入会地は、九沢野、溝野、矢部野、木曽野、鵜野森野、鶴間野、中和田野、

谷口野、柏谷野、座間野の 10 区画に区分されていました。九沢野は、上九沢

村、下九沢村、田名村、大島村、上川尻村、下川尻村、相原村、橋本村、小山

村の 9か村の入会となっていました。 

     農民たちは戦国時代が終わり、生活が安定すると、より豊かな暮らしを求め、

生産に努め、この相模野の開発を果敢に行いました。 

 

         相模野周辺 36 か村入会図 
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   相模野の開発地図 

★ 新田、新開、開拓の一覧は、第 2章２宮上コース 

 「原清兵衛による清兵衛新田の開発」の稿にあります。 

 
 
江戸時代の新田開発一覧 
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  小山村絵図 文化 4年（1807）手書き彩色 

          （相模原市博物館所蔵） 

              関口英吉氏寄託資料 

 
 
 

      下に境川が描かれています。 
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１２ 相模原の軍都計画 

    

 旧相模原市内の道路は、街路樹と歩道があり、整然としていることを感じる方

が多いと思いますが、これは、軍の施設を中心に都市を建設するため、内務省が、

全国 23地区を指定しましたが、その中でも相模原は、最大規模のものでした。 

   神奈川県は、この軍事施設を中心に面積 1600ha人口 10 万人の新都市建設のた

め県の事業として、昭和 14年（1939）に県議会で決定され、逐次建設が進められ

ました。 

軍の施設や軍需関連の工場ができるのに併せ、現在の星が丘に労働者のための

住宅 627戸が昭和 16年（1941）に建てられました。 

    

 

 

 

 

 

 

 

★星が丘の地名の由来 

 陸軍のマークである星に 

 ちなんで名付けられまし 

 た。 

  



  

 

 

  

 
 
 
 
第 2 章 歩いて知るわが街 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 昭和 32年頃の橋本駅              相模原市今昔写真帖（郷土出版社） 
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     ≪１ 橋本北地区コース≫ 
 
１橋本駅・・・（数字は「橋本の文化財おさんぽマップ」に対応しています。） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 昭和 31年の橋本駅に到着する SL索引の貨物列車       現在の JR橋本駅北口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   横浜線新型車両 

  

橋本駅は明治 41年（1908）9月 23日に民間の横浜鉄道（株）（現 JR横浜線）の

駅として開業しました。しかし、当初は橋本駅を作る予定はなく、東神奈川・小机・

中山・長津田・原町田・淵野辺・相原・八王子の 8駅での開業の予定でした。その

ことを知った相原村村長や相澤安右衛門を中心とした地元の有志が、近隣の村々の

協力を求めて鉄道会社や県庁に再三陳情書を提出し、駅設置負担金 1,000円と駅用

地 8,000 坪（2.6ha）の提供をして、ようやく橋本駅の設置が決まったとのことで

す。横浜鉄道ができた背景には、当時の主要輸出品の生糸を八王子から横浜まで運

ぶことが一番の目的でした。 
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   開通当初は、蒸気機関車が 1日 7往復し、東神奈川から八王子まで 101分かか

りました。最初の 4か月間の乗客数は 37人だったそうです。（平成 28年の橋本駅

の乗降人員は、横浜線・相模線・京王線合わせて 1日 22.6万人とのことです。） 

   その後、昭和 6年（1931）年に相模線が乗り入れ、平成 2年（1990）に京王相

模原線が開通しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    開業翌年の汽車発着時間表 
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 ≪相模線≫ 

 

       昭和 10年頃の相模線                   現在の相模線 

   相模線は、大正 10年（1921）相模鉄道（株）として、茅ケ崎～寒川間で開通しま

した。しかし、開通当初から利用客が少なく、経営が苦しかったそうです。そのた

め、建築資材としての相模川の砂利輸送が重要な業務となりました。（「砂利鉄」と

呼ばれていたそうです。）  

   大正 12年（1923）の関東大震災の復興でも相模川の砂利は大いに活用され、その

活況を背景に昭和 6年（1931）に茅ケ崎～橋本間まで全線が開通しました。当時橋

本駅北口で真田紐工場を経営していた和田家では、水量の多い井戸水（この和田家

の井戸水は橋本の水道の始まりに重要な役割を果たしています。）を相模線の蒸気

機関車に提供していたそうです。（相模線はその後ガソリンカーを経て、ディーゼル

車になり、現在は電化されています。） 

   昭和 19年（1944）には相模線が東海道線と中央線を結ぶ線なので、軍事輸送用と

して重要とのことから国に買収され、国鉄相模線になりました。戦後も貨物列車に

相模川の砂利を満載して、東京や横浜方面に供給していましたが、昭和 39年（1964）

に川床底下の防止のため砂利採取が全面禁止になり、相模線の砂利運搬の役目は終

わりました。 

   その後の相模線は運転本数が少ないため、駅で待っている人が疲れて思わずしゃ

がみこむことから、「しゃがみ線」とあだ名が付くほどでした。県内で唯一の単線の

ディーゼルカーが時には 1両で走り、車掌が革張りの輪のタブレットを駅で交換す

る風景が見られました。 

   昭和 62 年（1987）に国鉄民営化に伴い、JR 相模線となり、平成 3 年（1991）に 

は全線電化されて最新型のステンレスカーが走るようになりました。しかし、現在

でも運転本数は他線と比べるとかなり少なく、単線で車両の乗り降りの時は「ボタ
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ンを押す」など、のんびりした一面が残っています。沿線の住民が増えて、通勤通

学の足としての需要が高まる中、複線化と運転本数の増加が今後の課題だと思われ

ます。 

 

  ≪京王相模原線≫ 

京王相模原線は、大正 5年（1916）に調布～多摩川原

駅（現京王多摩川駅）で多摩川の砂利運搬線として開業

され、以後 74年かかって少しずつ西に延ばされ、平成

2 年（1990）3 月に橋本まで開通されました。（昭和 49

年（1974）に京王多摩センター駅が開業した後、ゴルフ

場の地下にトンネルを掘る件や、橋本駅周辺の地権者と

の交渉などに時間がかかったため、なかなか建設が進み

ませんでした。）京王線が橋本まで開通したことで新宿

を始め都心に出やすくなり、横浜線・相模線と共に、  

この京王相模原線の存在が、現在の橋本の急激な発展の

一因となっていることは間違いありません。 

 

 ＊一口メモ 

リニア中央新幹線 

東京と大阪をつなぐ「中央新幹線」に時速 500km

で走行する超電導リニアモーターカーを導入する

プロジェクトで、平成 39年の東京都～名古屋市間

の開業に向けて、JR 東海によって建設が進められ

ています。平成 25年 9月には、神奈川県内の駅が

「橋本駅付近」に設置されることが示され、平成 26

年 10月には、全国新幹線鉄道整備法に基づく工事

実施計画が認可され、工事が進められています。 

鉄道の歴史 
 横浜線  1908 年 明治 41 年 9 月  ★相模ダム着工 1938 年 昭和 13 年 
 小田急電鉄 1927 年 昭和 2 年 4 月       完成 1947 年 昭和 22 年 
 小田急江ノ島線 1929 年 昭和 4 年 4 月 
 相模線   1931 年 昭和 6 年    ★城山ダム着工 1962 年 昭和 37 年 
 京王相模原線 1990 年 平成 2 年        完成 1965 年 昭和 40 年 
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２ 橋本駅ゆかりの碑 

                         

橋本駅北口の線路沿いに相原方面に少し行った所に、

「橋本駅設置に関するゆかりの処」と記され      

た石碑が建っています。明治 41年（1908）に橋本駅が

開業する前に、駅の場所をどこにするか相談した時に、

当時この辺りは桑畑や麦畑ばかりで、休むところがな

かったので、この付近にあった大きな柿の木の下で相  

談したと言われております。なお、この石碑は昭和 59年（1984）に建てられたもの

で、最初の記念碑は相澤家の庭にあります。（個人宅のため非公開です。） 

 

３ 橋本七夕まつり（七夕通り） 
 

     

   昭和 30年代の七夕まつりの飾りつけ         現在の七夕まつり 

   「橋本七夕まつり」は昭和 27年（1952）に橋本商店会が中心となり、戦後の地域

の経済を盛り上げるために始まりました。駅周辺から七夕通りを中心に神明大神宮

まで竹飾りがたくさん飾られ、毎年大勢の人で賑わいます。「橋本七夕まつり」は

「上溝夏祭り」「相模原納涼花火大会」と共に、相模原市の夏の三大祭りの一つに数

えられています。 

 

 

  



27 

 

紫
の 

も
っと
も
淡
き
一
群
れ
に 

 
 

想
い
を
の
せ
ん 

 

あ
じ
さ
い
の
花 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
俵 

万
智
） 

４ 照手姫モニュメント 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   照手姫のモニュメント                 杜のホールの照手姫の像 

 

    七夕通りの三角地帯に、うっかりすると見逃してしまう、銀色で小振りなモニュ

メントがあります。これは上溝周辺に伝わる小栗判官と照手姫の悲恋に因み、市制

50 周年記念事業の一つの「照手姫フェスティバル」の一環として作られたもので

す。このモニュメントには、昭和 60 年（1985）～平成元年（1989）に橋本高校の

国語の教師をしていた歌人の俵万智さんの「紫のもっとも淡き一群れに 想いをの

せん あじさいの花」という短歌が刻まれています。 

   また、ミウィ７階の杜のホール入口付近にも陶山定人氏作の照手姫のブロンズ像

があります。 
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 照手姫伝説は、日本の各地に伝

えられており、相模原市中央区と

相模原市緑区相模湖町にも個別

に伝承されています。 

 また、それぞれ独自に由来の地

が伝わっております。 

 中央区の「日金沢」（ひがんざ

わ、彼岸沢とも書く）や緑区相模

湖町底沢の「美女谷」の地名の由

来は、この「照手姫」に由来して

いると伝えられています。 

 

 

 

 今から約 700 年前のこと。相模の国北部
（現：相模原市中央区）郡代であった横山将
監（よこやましょうげん）の娘、照手姫は絶世
の美女といわれ、その名は広く知られるとこ
ろでした。 
 常陸の国（現：茨城県筑西市）の武将小栗判
官（おぐりはんがん）はこの話を聞き、横山の
許しを得ぬまま、強引に家来を引き連れて婿
入りをしました。怒った横山は、毒酒を盛り
小栗主従を皆殺しにし、わが子照手姫も同罪
と牢輿（ろうごし）に入れて相模川の「おりか
らが淵」に流してしまいました。 
 家来の情けで一命をとりとめた照手姫は、
人買いの手から手へと売られ、美濃の国青墓
（現：岐阜県大垣市）の遊女宿よろず屋に買
い取られ「常陸小萩」と名を変えて下働きの
水仕女（みずしめ）として苦役に耐えていま
した。 
 一方、地獄に堕ちた小栗は閻魔大王の計ら
いで餓鬼阿弥（がきあみ）という醜い姿なが
らこの世に戻されました。藤沢の遊行上人に
助けられ「熊野（現：和歌山県田辺市）湯の峰
の薬湯に入れて元の身体に蘇らせよ」という
札を胸につけ、土車に乗せられ、多くの善男
善女によって引きつがれ青墓のよろず屋の前
に着きました。 
 照手姫は小栗とは知らず、亡き夫の供養に
と五日の暇をもらい、懸命に土車を引きまし
た。しかし、西近江の関寺まで来ると、この五
日間も終わり、泣く泣く仕事に戻りました。 
 餓鬼阿弥は再び多くの人々の手で「えいさ
らえい、えいさらえい」と熊野まで引かれ、湯
の峰の薬湯に 45 日間つかって元の姿に蘇る
ことができました。 
 その後、照手姫の結神社（岐阜県安八町）へ
の祈願によって、美濃で再会した二人は、常
陸の国に戻り二代の長者として栄えたといわ
れています。 
 また、武名高き小栗は「正八幡荒人神」とし
て、操（みさお）かたき照手姫は「契り結びの
神」として美濃墨俣の安八の地に祀られてい
ます。  
 この物語は、室町時代から説経・浄瑠璃・歌
舞伎などで語り継がれています。 
 
さがみてるて姫の会発行「短歌・俳句でつな
ごうてるて姫伝説作品集」より抜粋して引用 
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 昔、底沢（現在の相模湖町底沢）に「北面
の武士」だったというお侍が奥方と共にやっ
て来て暮らしていました。夫婦には観世音に
願いをかけて授かった「照手」と名づけた気
立ての優しい美しい娘がいました。しかし、
両親が相次いでこの世を去ったので、照手姫
はこの地を離れました。 
 同じ頃、常陸の国（茨城県）に、小栗城主小
栗判官満重という文武に秀でた武士がいまし
た。小栗満重は、謀反の企てがありと告げ口
され、城攻された主従 11 人は商人に変装し、
三河の国（愛知県）へ落ち延びようとしまし
た。その途中で相模の国（神奈川県）藤沢のあ
たりで、盗賊の家だとは知らずに横山太郎の
家に宿をとりました。 
 横山太郎は、よい獲物なりと思いましたが、
満重が人を食い殺す荒馬の「鬼鹿毛」を乗り
回すのを見て、妓女（ぎじょ）を集め酒にムン
毒を混ぜて飲ませて殺そうとたくらみまし
た。その妓女の中に照手姫がいました。 
 照手姫は、密かにこのことを満重に告げま
したが、満重は唇に猛毒が触れただけで、息
が絶え、即死した 10 人の家来と共に衣服・財
物をすべて奪われ死体は上野が原へ放棄され
ました。 
 その夜、遊行大空上人は、夢の中で、毒殺さ
れた小栗満重が生き返ることを閻魔大王の使
者から告げられました。お告げにより小栗満
重を土車で紀伊の国（和歌山県）へ送り、熊本
本宮の湯の峰温泉に入れ快癒しました。快復
した小栗満重は、疑いが晴れ常陸の国に帰り、
京都の命をうけて横山一族を討ち取りまし
た。 
 一方、照手姫は横山の家を逃れ武蔵の国金
沢（横浜市金沢）へ向かいましたが、追手に捕
らえられ、侍従川に投げ込まれました。照手
姫は一心に観世音に念じ救い出されました。 
 これを見ていた野島崎（房総半島の突端）
の漁夫は、お世話しようと家に連れ帰りまし
た。しかし、漁夫の妻は照手姫のあまりの美
しさにねたみ殺そうとしましたが、観世音が
現れたためにそれができず、人買に渡してし
まいました。 
 
 
 

 
 
 
 照手姫は、美濃の国（岐阜県）青墓で辛く悲
しい日々を送っていましたが、照手姫を探し
て歩いていた小栗満重と出会うことができ、 
共に幸せに暮らすことができました。 
 
中里利夫氏より寄せられた郷土民話「小栗判
官照手姫」より抜粋して引用 
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  ≪朝日館跡≫  
 

 

 

 

 

 

 

                     朝日館（昭和 30年代） 

   朝日館は、大正８年（1919）～昭和 46年（1971）までの 52年間、七夕通りで人々

に親しまれた映画館です。（ときには芝居興行もありました）当時の映画は雨が降

っているような見づらいもので、上映中に何度もフィルムが切れ、つなぎ終わるま

で客が待たされることもよくあったそうです。「鞍馬天狗」「裕次郎シリーズ」「若大

将シリーズ」などが人気だったとのことです。跡地は鮮魚店の後、現在は美容室に

なっています。 

 

５ 神明大神宮・大鷲（おおとり）神社 
 

         神明大神宮本社                  大鷲神社 

永禄 12年（1569）に創建された神明大神宮は古くから「お伊勢の森」と呼ばれ、

伊勢神宮にお参りに行く人は行く前に旅の安全を祈り、帰ってからは無事を報告し

たそうです。祭神は天照皇大神で、以前は樹齢 400年を超す松が生い茂り、昼なお

暗い神域でした。 

しかし、昭和 34年（1959）の伊勢湾台風などで松が枯れてしまいました。境内に

は、他に学問の神様の天満宮や八坂神社、大鷲神社もあります。大鷲神社は昭和 46
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年（1971）に商売繁盛を願う商店街の人々によって勧請されました。毎年 11月の酉

の日には手作りのあんどんが飾られることから、「あんどん祭り」とも言われていま

す。 

 

６ 香福寺 
 

 

 

 

 

 

 

 

     香福寺本堂               鐘楼           山門 

    香福寺は臨済宗建長寺派の寺院で、山号を橋本山といい、ご本尊は地蔵菩薩です。

開山は応永 8年頃（1400年くらい）で、庭には樹齢 400年の立派な高野
こ う や

槇
まき

の木（市

指定の保存樹木）があります。地蔵菩薩は 33 年に一度開帳されますが、最近では

2005年に開帳されましたので、次の開帳は 2038年になります。山門は珍しい四脚

門で、鐘楼と共に江戸時代後期に建てられた、市内の寺院では一番古いものです。 

   山門を出て国道 16 号線に向かうと、左側に昔、山王山と呼ばれていた所に、徳

本念仏塔・秋葉大権現・柳川先生の碑・常夜塔・出羽三山参詣供養塔・山王社など

の石碑が並んでいます。 

                                  （山王山の石碑の配置図） 
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７ 徳本念仏塔 
 

    徳本念仏塔は、市内に 13基あり、市が有形民俗

文化財に指定しているものです。香福寺付近のこ

の塔は文政 2年（1819）に建てられたもので、独

特の書体で「南無阿弥陀仏」と彫られ、徳本の署

名と○＋に似た特異な花押があります。徳本
と く ほ ん

という

僧が関東各地に念仏を広め、この地を訪れた際に

信者達に求められてこの念仏塔を建てたと言わ

れています。 

 

 

８ 秋葉大権現（火伏せの神様） 
 

     天保 12 年（1841）の 4 月のある夜に、境川沿

いの民家から出火した火が街道沿いに 28 戸、80

棟を焼き尽くして香福寺に迫りましたが、この秋

葉大権現がある場所で急に風向きが北から東に

変わって鎮火し、香福寺は延焼を免れることがで

きました。それ以来秋葉様への信仰が従来にも増

して深まったとのことです。 

   

≪常夜塔（光明台）≫   

この常夜塔は、秋葉大権現に献ぜられたもので、  

高さ 170センチ、八段組みの凝ったもので、上か    

ら五段目の火袋の下の台の四面に十六弁の菊花  

が刻まれています。十六弁の菊花は天皇家の御紋 

章なので、戦前・戦中に何度も所管の中央官庁や 

学者が調査に来ましたが、取り除かれることもな 

く、現在に至っています。なぜ天皇家の御紋章と 

同じ菊花が彫られているのかはいまだに謎です。 
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 ≪柳川先生の碑≫              

   

柳川卯之吉先生は、愛甲郡中津村（現愛川町）出身  

で、明治 19年（1886）に蓮乗院の小山学校から瑞光  

寺の橋本学校へ転任し、その後大沢の九沢学校を経て、 

再び橋本学校へ赴任し、その後 15年余り教師として、 

橋本の学校教育の振興や地域農業の改良発達のため 

に村人と親交を重ねた人物です。その徳を称え、明治 

43年（1910）に先生ゆかりの者や教え子ら 94名がこ 

の碑を秋葉大権現の碑の隣に建立しました。 

なお、橋本学校は明治 30年に児童数が増えたため、

瑞光寺からこの石碑の道を挟んで反対側の天神山と呼ばれた高台に移転しまし

た。その後、明治 35年（1902）に旭小学校が現在の地に新築され、今に至って

います。 

 

≪出羽三山参詣供養塔≫ 

                      

この供養塔は天明元年（1781）に建立されたもので      

江戸時代に全国的に三山講が組織されて人々が参詣し  

た、出羽三山（羽黒山・月山・湯殿山）への参詣を供養 

する塔です。旧市内に同様の塔が 11か所にあります。 

 

 

 

 

 

 ≪山王社≫ 

                   

この山王社は、明治 28年（1895）に建立されたもの 

です。 

山王の神は、現世利益を実現する霊感と呪力がある  

ということで、信仰されていました。旧市内に 4か所 

あります。 
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９ 瑞光寺（本然学舎） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       瑞光寺本堂             本然学舎（左：表側、右：裏側） 

 

   瑞光寺は天正 19年（1591）に開山された曹洞宗の寺院です。山号は橋本山、八王

子の高乗寺の末寺でご本尊は釈迦如来です。 

   境内には樹齢 600年の立派な榧
か や

の古木があります。 

   江戸時代には寺小屋が開かれ、明治 6年（1863）からは旭小学校の元になった「本

然学舎」が開かれました。山門前には当時の生徒の子孫が建てた記念碑があります。

この記念碑の裏には、最初に入学した 6歳から 12歳までの男子 18名と女子 2名の

計 20名の名前が記されています。 

   本然学舎は明治 8年（1865）橋本学校となり、明治 35年（1902）に相原村立学校

となり、翌明治 36年（1903）年に校名を相原村立旭尋常小学校と改めた、と記され

ています。 

   記念碑に記されている生徒のうち女の子は加藤タキさんと牛久保イトさんの 2人

だけです。当時、女の子は学校へ行くよりも家の手伝いをさせられていたためと思

われます。また、橋本の歴史に深く関わった相澤安右衛門、相澤菊太郎兄弟の名前

もあります。 
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≪旭小学校の命名エピソード≫３３ 旭小学校 
  

   明治 35年（1902）それぞれの集落ごとにあった学校は、小学校令により統合さ

れ、現在の旭小学校の敷地に開校されることになりました。しかし、それまでの

相原村立学校という校名をめぐって小山・橋本・相原の各村が譲らず、村会が何

度も開かれました。翌明治 36年（1903）の 2月 8日に「今夜はどうしても決めた

い」と徹夜覚悟で村会を開きましたが、やはりまとまりませんでした。皆、村役

場で夜を明かし、翌朝窓を開けると一面の雪景色でした。太陽が雪に反射してき

らきらと輝く情景に感動した村長が、「今日は九日です。この文字を組み合わせて

『旭』という名前にしましょう。」と言ったところ、全員が賛成し、「相原村立旭

尋常小学校」と改名されました。 

 

 

   九日 → 旭 
 
 

 

 

 

 

                          旭尋常小学校（昭和 15年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 御真影奉安殿落成式（昭和 9年） ちょうど端午の節句だったので、鯉幟
こいのぼり

 

  を立てている。奉安殿の中には、御真影すなわち天皇・皇后の写真や教育勅語 

が納められている。相原村立旭尋常小学校にて。 

                          「目で見る相模原の１００年」（郷土出版社）より 
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１０ 牛久保家長屋門（持ち上げ観音） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     牛久保家の長屋門                    

 

    牛久保家の長屋門は、近世末の建築と推定されていて、市の登録有形文化財

に指定されています。桁行 9.5間（約 17.1m）、梁行 2.5間（約 4.5ｍ）の堂々

たる構えで、現存する相模原市内の長屋門の中でも規模の大きいものです。（個

人宅ですので、外からは見学できますが、屋敷内には立ち入ることはできませ

ん。） 

 

 ≪長屋門とは、、、≫ 
 

     長屋門は近世諸大名の武家屋敷門として発生したもので、江戸時代に多く建て

られました。諸大名は、自分の屋敷の周囲に家臣などのための長屋を建て住まわせ

ていましたが、その一部に門を開いて一棟としたものが長屋門の始まりと言われて

います。その後、長屋門は上級武士の住宅の表門の形式として広まりました。武家

屋敷の長屋門は、門の両側部分に門番の部屋や仲間部屋が置かれ、家臣や使用人の

居所に利用されました。また、侍屋敷の長屋門は武家屋敷のものより小振りですが、

基本的な構造はほぼ同じです。また、郷村武士の家格を持つ家や、名字帯刀を許さ

れた富裕な農家・名主でも長屋門は作られました。更に、明治以降は富農の家屋敷

にも作られるようになり、このような長屋門では門の両側部分は使用人の住居・納

屋・作業所などに利用されていました。 
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    ≪牛久保家の持ち上げ観音≫ 
  
     牛久保家の玄関脇の 18 畳の座敷の、仏壇と並んだお厨

子の中に縦 38 センチ、横 24 センチ、重さ約 2 キロほどの

舟形石で、頭上に馬の顔を頂いた馬頭観世音が安置されて

います。これが「持ち上げ観音」と呼ばれている観音様で

す。牛久保家では代々馬を飼っていましたが、特に「駿駫」

と名付けられた馬は、とても利口で馬体も立派な名馬で大

切にされていました。しかし、文政 8年（1825）当主が所用

の帰りに下九沢に差し掛かった時に、「駿駫」が急死してし

まったので、その場に懇ろに葬り、馬頭観世音の石像を建立して、以後供養を怠り

ませんでした。ところが、62 年後の明治 20 年（1887）8 月に下九沢の人達がこの

馬頭観世音像を荷車に積み、牛久保家へやってきました。人々の話によると、この

馬頭観世音像が道行く人に「橋本に帰りたい」と告げ続けていたので大切に届けに

来た、、、というのです。牛久保家の人々は、喜んで引き取り、仏壇の隣に安置して

供養に勤めました。その後、名馬「駿駫」の霊験か、この像に願いを掛けると、病

気が治ったり、失せ物が出てきたりするようになり、願いが叶うときは石像が軽々

と持ち上がると評判になりました。一番最近の例では、戦後すぐに近所の家で近隣

一帯の農業機械用の油の配給券を紛失した際に、この持ち上げ観音に願ったら無事

に出てきたとのことです。 

       （持ち上げ観音は個人宅にありますので、非公開です。） 

 

 

１１ 橋本宿     
 
  橋本宿は、両国橋から香福寺付近の山王山（さんのうやま）までの街道沿いの宿

場町です。江戸時代に、今の埼玉県方面から八王子を経て大山参りに行く人々は、

御殿峠を越えて境川を両国橋で渡ると橋本宿に入りました。享保 21年（1736）には

伝馬 4頭、人足 4人が用意され、家は 48軒あったと記録されています。大山道を挟

んだ両側の宿場は、南から上宿、中宿、下宿と分かれていました。両国橋付近の宿

場入口の両側には、幕府の高札場があったとのことです。  
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「橋本の昔話」 

加藤重夫著より 
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             現在の「橋本宿」周辺図 
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 ≪橋本の郵便局の始まり≫ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
       橋本駅設置の記念碑        現在の相澤家（左側のガラスの建物あたりに 

                                       郵便局がありました。 

    

    橋本に郵便局ができたのは、明治 36 年（1903）12 月 9 日です。橋本宿にある

相澤家の本家で相澤安右衛門氏宅に、相模原で 2番目（第 1番目は上溝の郵便局

で、明治 5 年にできました。）の郵便局として「橋本郵便受取所」が開かれまし

た。2 階建てで、1 階は郵便局、2階は電報・電話局だったそうです。（この郵便

局は特定郵便局で、個人宅に作ることができます。その後郵政省の管轄になり、

旭小学校前に移転しました。）2階にあった電報・電話局では、電話交換手が若い

女性達だったので、声が聞きたくていたずら電話をする人が多かったそうです。

最初は、久保沢局（城山のあたり）から斎藤さんという通信手（電報を打つ人）

を派遣してもらったとのことです。 

    また、相澤家の庭には大正 15 年に建てられた橋本駅の最初の記念碑がありま

す。碑には「風かほる 駅やむかしの 桑のはた」と刻まれ、駅の誕生の喜びが

込められています。この記念碑は最初、駅の近く（現在「橋本駅ゆかりの碑」が

ある所）に設置されていたのですが、子どもが登って遊ぶので危ないということ

で、相澤家の庭に移されました。その後、昭和 59 年頃に相澤鼎氏が現在建って

いる「橋本駅ゆかりの碑」を作って設置したとのことです。駅の場所を決める相

談をした柿の木のことは、相澤家の庭にある記念碑に書いてあります。 

    （個人宅ですので、非公開です。） 
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 昭和 3年 11月 御大典記念 橋本郵便局管内電話加入者一覧表 
          （内藤定一氏所蔵） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           「橋本の昔話」加藤重夫著より 
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 ≪相澤日記≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                        

       相澤日記（市指定有形文化財：非公開） 

 
 
 
 
 
 
 
   相澤菊太郎氏 

 

 

                        相澤栄久氏が編集刊行した「相澤日記」 

 

    「相澤日記」は、相澤安右衛門氏の弟で、相原村村長をしていた相澤菊太郎氏

（1866～1962）が 19歳から 96歳で亡くなる 10日前まで、78年間も毎日つけて

いた日記です。この相澤日記のおかげで、昔の橋本の出来事や生活の様子がとて

もよくわかります。大変貴重な資料のため、「市の有形文化財」に指定されていま

す。 

    相澤日記は橋本図書館の調べ物コーナーで閲覧することができます。 

     （原本は非公開です。） 
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１２ 両国橋 
 

      徳川家康が、元禄 3年（1594）に境川を挟んで北側

を武蔵の国、南側を相模の国と決めました。そのため、

この橋は両方の国を結ぶ橋ということで両国橋と名

付けられました。また、この橋は橋本宿に入る入口で

もありました。現在もこの両国橋は、東京都と神奈川

県の境になっています。 

 

 

     両国橋 

 

１３ 境川 
 

       境川は城山湖の北側付近を源流とし、相模原市と

町田市を経て藤沢市で柏尾川と合流し、やがて江ノ

島で相模湾に流れ込む総流域約 69キロの河川です。

河口付近では「片瀬川」とその名が変わります。 

       この川は古くは「高座
たかくら

川
がわ

」「田倉川」と呼ばれて

いました。これは平安時代に存在した、現在の海老

名市あたりを中心とした「高座郡
たかくらぐん

」に由来するもの

と思われます。（現在は高座
こ う ざ

豚
ぶた

などにその名が残っ

ています。） 

    その後、文禄 3年（1594）以降の記録では、「境川」となっています。これはこ

の年に行われた検地で、この川を相模の国・武蔵の国の境界としたためと伝えら

れています。しかし、それ以前はこの川は境界というよりも村の中心を流れてい

たようで、現在でも川を挟んで相原・小山・矢部・鶴間など、同じ名前の地区が

並んでいることからもわかります。 

    また、この川は、かつては流路がくねくねと曲がりくねっていたため、大雨の

たびに氾濫して「暴れ川」と恐れられていました。その後河川整備が進み、なる

べくまっすぐに改修したので残された流路が両岸にそのまま飛び地として残っ

ています。 
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３４ 元橋本遺跡 
 

縄文時代中期後半（約 4,500 年前）と後期

旧石器時代の後半（約 20,000から 16,000年 

前）の遺跡です。遺跡は JR橋本駅から北北西

約 1㎞に位置し、国道 16号（旧道）と JR横

浜線に挟まれた範囲を中心とする境川の右岸

台地上に立地しています。 

  昭和 52 年（1977）、土地区画整理事業に伴

う発掘調査が行われ、縄文時代の土器や石器が多数出土しました。また、その下層

から小型のナイフ形石器等も数多く出土しました。現在は遺跡の一部が公園（元橋

本けやき公園）として保存されています。 

 
３５ 久保沢道 
 
   橋本宿から相原・下河原（城山町）村を通り、久保沢宿へ向か

った道筋がありました。相原中学校の北側には当時の道筋が残

り、小字も「久保澤道上」といいます。 

 
３６ 橋本公民館   

 

 

 

 

 

 

 

 

旧橋本公民館（昭和 51年）         現在の橋本公民館 

   橋本公民館は、昭和 25年（1950）5月 1日に旭小学校内に設置（初代館長小野沢

秀一、旭小学校長）された後、独立公民館として昭和 51年（1976）8月 1日に、現

在の旭児童クラブのある場所に市の橋本出張所と並んで設置されていました。 

   その後、平成 12年（2000）4月に、再開発ビル、シティプラザはしもと内（イオ

ン 6階）に移転しました。 

   公民館は、地域の皆さんが学習・文化・スポーツなどの諸活動を通じて、交流や

親睦を図ると共に、考え話し合いながら、人と人のふれあいを深める場です。   

また、こうした活動を通じて、より充実した生活、より豊かな地域づくりを目指し

ています。 
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  ≪２ 宮上地区コース≫ 

  
１４ 長屋門（原清） （数字は「橋本の文化財おさんぽマップ」に対応しています。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    （原家長屋門）                  （小山家長屋門） 

    東橋本 3 丁目 19 番地にある（株）原清の正面の入り口に、とても立派な長屋

門があります。この門は、天保 14年（1843）に幕府より許可を得て取り掛かった

清兵衛新田（相模原駅～清新・南橋本あたりまで）を開発した小山村の豪農原清

兵衛光保の子孫、原家の門です。（原家は甲斐の武田の重臣、原大隅守の子孫と言

われています。） 

    門の長さは約 16.6m、奥行約 3.6m、高さ（屋根を除く）約 3.4mという豪壮なも

ので、平成 10年（1998）に左側のマンションを建てる際に、少し右側にずらして

移築して改修されたとのことです。（この移築、改修のため、残念ながら市の有形

文化財には指定されませんでしたが、歴史的価値は変わりません。）この原家の

東隣にある小山家の古い長屋門も大変見事で、原家の長屋門と共に、神奈川県の

「昔の街並み百景」に選ばれています。 
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 ≪原清兵衛による清兵衛新田の開発≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  （復元した清兵衛新田の開拓農家 旧大谷家）・・・相模原市立博物館にあります。 

    天保 11 年（1840）、小山村の豪農の原清兵衛光保が中心となって、この地方を治

めていた代官の江川太郎左衛門に開墾の許しを願い出ました。当初は入会地の 3 分

の 2 を失う小山村他 7 か村の反対にあい、計り知れない苦労があったそうですが、

代官所の説得や原家のかなりの財力の提供もあって、ようやく天保 14年（1843）に

開墾が始まりました。 

    開墾されたのは約 206町歩（約 206ha）で、集まった入植者 49名は、ほとんど近

郊の村々や東京・埼玉の次男・三男でした。 

   しかし、せっかく開墾しても火山灰のやせ地で、そば・栗・稗・大麦・小麦などし

か栽培できず、しかも収穫が乏しく厳しい生活でした。 

水にも苦労し、30mも掘った井戸が５軒に１つしかなくて、遠くまで水を汲みに行

かなくてはならず、手足を水で洗えずに土を手ぬぐいなどではたき落とす「はたき洗

足」をして家に上がるありさまでした。 

   13年後の安政 3年（1856）の検地の時には、入植者が 24名に減っていました。大

変厳しい生活のため、早死にしたり、逃げ出したりしたものと思われます。この清兵

衛新田があった地域の一部は現在清新と呼ばれています。 

   ＊原清兵衛のお墓は、蓮乗院の境内にあります。 

   ＊入会地・・・雑草や雑木が茂っている場所で、雑草は堆肥や飼料として、雑木

は燃料として使われ、7か村（小山・橋本・上相原・上九沢・下九沢・大島・田

名）の農民が共同使用していました。 

    ＊清新 2丁目の大谷仁作さん宅に開墾当時の建物が残っていて（現在は納屋とし

て使用）、その建物を復元したものが市立博物館に展示されています。当時の厳

しい様子がうかがえます。 

   ＊開墾記念碑・・・清兵衛新田の鎮守として建てられた氷川神社（清新 4 丁目）
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に明治 45年に建立されました。書は徳川慶喜によるものです。 

  



48 

 

  

     ≪相模原開拓略年表≫ 
 

時 代 西 暦 元 号 出 来 事 

江戸時代 1600 慶長 5年 関ヶ原の戦い 

1603 慶長 8年 江戸幕府開く 

1684 貞享 1年 上矢部新田 

1707 宝永 4年 大沼新田（富士山宝永山噴火） 

1715 正徳 5年 磯部・新戸・座間の用水 

1723 享保 8年 溝境新田 

1770 明和 7年 当麻用水の完成 

1783 天明 3年 天明の大飢饉 

1787 天明 7年 津久井土平治一揆 

1824 文政 7年 淵野辺新田 

1833 天保 4年 天保の大飢饉 

1838 天保 9年 二宮尊徳小田原藩財政建て直し 

1845 弘化 2年 米国船浦賀に来航 

1853 嘉永６年 米国船ペリー浦賀来航 

1856 安政 3年 清兵衛新田 

1858 安政 5年 烏山用水工事始まる 

1866 慶応 2年 久兵衛築堤工事始まる 

1867 慶応 3年 大政奉還 

明治時代 1870 明治 3年 橋本新開 

1871 明治 4年 廃藩置県 

1872 明治 5年 名主制度の廃止 

1877 明治 10年 上鶴間篠原新開 

1880 明治 13年 中和田新開 

1884 明治 17年 下溝新開（秩父一揆事件） 

1887 明治 20年 谷口新開 

1888 明治 21年 中村新開 

1889 明治 22年 町村制施行（18か村が 7か村になる） 

1912 明治 45年 明治天皇崩御 
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大正時代 1923 大正 12年 関東大震災 

1926 大正 15年 上溝町誕生 

大正天皇崩御 

昭和時代 1929 昭和 4年 相原当麻田の開田 

1932 昭和 7年 大野台山林開発 

1936 昭和 11年 陸軍士官学校の用地買収 

1939 昭和 14年 相模原の軍都計画（県）決定 

1940 昭和 15年 相模ダム工事始まる 

1941 昭和 16年 相模原町誕生（2町 6村の合併） 

第二次世界大戦勃発 

1945 昭和 20年 第二次世界大戦終結 

1946 昭和 21年 農地改革 

1947 昭和 22年 相模ダム完成 

1948 昭和 23年 畑地灌漑用水工事始まる 

満州開拓団等が星が丘、麻溝台等で開墾 

座間町が分離独立 

1954 昭和 29年 相模原市誕生 

平成時代 2003 平成 15年 中核市に移行 

2006 平成 18年 相模原市・津久井町・相模湖町合併 

2007 平成 19年 相模原市・城山町・藤野町合併 

2010 平成 22年 政令指定都市へ移行 

    ＊江戸時代に開発された土地を『新田』、明治時代以降のものは『新開』、戦後

のものは『開拓』と呼びます。 

    ＊参考文献 

    ・相模原市史（第 2巻） 

    ・清新のしるべ（清新のしるべ編纂委員会…平成 10年） 

    ・氷川神社社誌（氷川神社社務所） 

    ・神奈川県開拓記念誌（神奈川県開拓者連盟…昭和 50年） 

    ・神奈川県開拓十年（神奈川県開拓十年刊行委員会…昭和 30年） 
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１５ 地蔵菩薩（子育て地蔵） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （子育て地蔵） 

    東橋本の「宮上児童館入口」という交差点を南に少し入った所に、お地蔵さまの

祠があります。（東橋本 2丁目 25番岡本氏宅内）付近の人々は「お地蔵さん」と呼

んでお花や水を上げて大切に守っています。 

   このお地蔵さまは、昭和 24 年頃に付近の土地区画整理のため、別の場所から現

在の場所へ移転されました。 

   ここのお地蔵さまは、市の資料によると、幼くして亡くなった子どもの供養のた

めに享保 4年（1719）に建てられたもので、子どもを守る「子育て地蔵」とも呼ば

れています。 

   近所の方の話によると、昔は講中があったそうですが解消され、今は近所の方々

が守っているそうです。春のお彼岸の日には蓮乗院の住職にお願いして、信仰する

皆さんで供養しているそうです。 

 

 

 

  



51 

 

１６ 蓮乗院 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

      （蓮乗院 山門）                （養麟学舎の碑） 

    蓮乗院は天縛山無量寺と号し、室町時代の天文 3年（1534…織田信長が生まれ

た年）に長尊という僧が建立し、後に高尾山薬王院の末寺となった真言密教の寺

院です。清兵衛新田の開墾の際には、出張してきた江川代官所の役人たちの宿舎

となり、様々な話し合いが行われました。境内には原清兵衛の墓所もあります。 

    明治 5年（1872）の政府の学制発布により、蓮乗院にも「養麟学舎」という寺

小屋が開設されました。しかし、明治 11年（1878）に蓮乗院が全焼してしまい、

養麟学舎は蓮乗院の東側にある霧生家に移されました。次第に生徒が増えて手狭

になり、氷川神社に分校を作ったとのことです。当時の近隣の寺小屋は、蓮乗院

の「養麟学舎」（小山村）、正泉寺の「共進学舎」（相原村）、瑞光寺の「本然学舎」

（橋本村）の３つで、それぞれのお寺に石碑が建っています。（この３つの寺小屋

が、後に旭尋常小学校にまとめられました。） 

    現在の蓮乗院の建物は、昭和 59年（1984）客殿・山門を、平成 6年（1994）に

本堂を再建したものです。また、同年に第 2 次世界大戦で供出された鐘の代わり

に新しい鐘も作られました。 

    また、蓮乗院は明治政府の神仏分離までは、小山村の鎮守である天縛皇神社の

他に 7 社と阿弥陀堂・薬師堂を別当（宮廷・社寺などの事務長官）として管理し

ていました。 
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 ≪市指定有形文化財「順席」の大発見≫ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （発見された「順席」）        （御三家の短冊がある写真）       （短冊の写真） 

    昭和 56年（1981）に相模原市立博物館を作ることが決まり、初代市立博物館長

で当時明治大学の先生をされていた神崎彰利さんが蓮乗院に残った資料を調査し

ている時に、物置で偶然「順席」というものを発見しました。 

    「順席」というのは、江戸城で大名や旗本が将軍に拝謁するために控える「詰

め部屋」の中の席の順番などを記したもので、（大きさは縦 30㎝、横 22㎝、厚さ

8㎝）大名の名前やその経歴・系図・領地・所領高などが書かれた名刺短冊が、官

位・役職や江戸城での詰め部屋別に貼られたものです。短冊は 468 枚あり、1 ペ

ージ当たり 2～3枚の名刺短冊が貼ってあります。つまり「順席」は、大名の名前

を読み上げたり、大名からのお土産を将軍に披露したりする「奏者番」という係

りを担当する大名の「あんちょこ」のような役割を持っていたと思われます。 

    ところで、「順席」は徳川家の「紅葉山文庫」にあるべきもので、簡単に外に持

ち出せるものではありません。調査により蓮乗院の「順席」は、慶応３年（1867）

の 6月～10月の間に作られたことがわかりました。慶応 3年と言えば大政奉還を

した年で、その頃の大名の情報がこの「順席」に詰まっている訳です。現在発見

されている「順席」は、国立国会図書館にある天保 14年（1843）のものと蓮乗院

のものの２つだけです。しかも、研究・解析し、活字化されているのは、蓮乗院

のものだけで、大変貴重な資料と言えます。明治政府ができてから幕末史の資料

の多くが焼き捨てられてしまったため、「順席」は幕末史の穴を埋めることができ

るもので、歴史的かつ資料的な価値が大変高いということで、市の有形文化財に

指定されています。現在「順席」は保存のため非公開です（蓮乗院に大切に保管

されています。）。なお、市立博物館には写真撮影したもの、小山公民館には複製

がありますので、希望者は閲覧することができます。 

    ところで、門外不出のはずの「順席」がなぜ蓮乗院にあったのでしょうか？ 
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   神崎さんの説・・・当時の小山村の領主だったのは、旗本の藤沢次謙
つ ぐ よ し

で、とて

も優秀な人で蘭学にも通じ、素晴らしい画家でもあったそうです。勝海舟が幕

府の陸軍総裁をしていた時に、副総裁を務めたほどの人でしたが、はっきりも

のを言う人だったらしく、幕府に軍隊のだらしなさを進言して辞めさせられ、

後に明治政府で働いていた時にも、政府と方針が合わず辞めてしまいました。 

     その後、かつての藤沢氏の領地（小山・橋本・川尻・飯山・散田・寺山など）

を訪れ、何日間か滞在しながら回り、全部回った 4 か月後に亡くなったそうで

す。次謙は、領地を回りながら自分の持っていたものを世話になった所へ形見

分けしたそうで、その中に原清兵衛宅も入っていたのです。原家の菩提寺は蓮

乗院なので、次謙が蓮乗院を訪れて滞在したことが考えられ、この時に「順席」

が蓮乗院に形見分けされたのでは・・・と推定されます。（小山公民館 HP「小山

の昔語り」より） 

 

１７ 庚申塔 
 

     この庚申塔は、宝暦 4 年（1754）に

建立されたもので、青面金剛が彫られて

います。庚申塔は村や地域の辻に建てら

れ、悪疫を防ぎ、招福・延命をもたらす

ものとして講中が作られ、60日ごとに来

る庚申（かのえさる）の日にお参りがさ

れていました。 

 

 

  庚申のお参りの意味・・・中国の古い言い伝えで人間の体の中に 3 匹の虫がいて、

その虫達は庚申（かのえさる…60日ごとにめぐってくる）の日の夜に体から抜

け出して、天の神にその人の悪口を告げ口すると言われていました。告げ口さ

れた人は病気になったり寿命が縮まったりすることから、その日になると虫が

体から抜け出さないように庚申塔にお供え物をして、お祈りするようになりま

した。 

     宮上地区の庚申塔は、このうま坂の上のものの他に、蓮乗院の鐘つき堂の裏、

二十三夜さまの祠の横の三か所にあります。 
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   青面金剛（せいめんこんごう・しょう  

めんこんごう）の使者で、金剛童子。体     

は青色で六臂（ろっぴ）又は二臂、四臂、 

目は赤く三眼で、怒りの形相をとって 

いる。病魔を退散させる威力があると 

する。庚申（こうしん）の本尊としてい 

る。 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
１８ うま坂 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    （うま坂の地名標柱）             （現在のうま坂） 

    蓮乗院のすぐ西側にある坂で、昔はとても急な坂で、近所の人の話では戦前は

冬の寒い時に道が凍りつき、荷車を引いた馬が登れず、時には足の骨を折るなど

苦労したことからこの名前が付けられたとのことです。その後、毎年隣組や青年

団の人達が総出で境川から砂利を入れてきたので、現在は昔ほど急な坂ではなく

なっています。 
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１９ 馬頭観世音 
 

                        この碑は、昭和 22年（1947）に建

てられました。この馬は近所の山口

さん宅で飼われていた元軍馬で、枯

葉などの運搬作業をしていましたが、

ある日誤って蓬莱橋から落ちて死ん

でしまいました。家族はこれを悲し

み、供養のためにたてがみを埋め、

この碑を建てました。 

 

 

 

     （馬頭観世音） 

 

 
２０ まつば坂 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

（まつば坂の地名標柱）             （現在のまつば坂） 

     昔、この坂の上の畑だったところに的場（弓を射る場所）があり、「まとば」

がなまって「まつば」坂と呼ばれるようになったとのことです。 

     天縛皇神社に行くときに通る坂なので、「天縛坂」とも言われています。坂の

上には市が建てた「まつば坂」の標柱があります。昔は坂の北斜面はうっそう

とした山林で、セミやカブトムシ採りなど、子どもたちの自然の遊び場だった

そうです。 



56 

 

 

２１ 天縛皇神社 
   

 
 
 
 
 
 
 

   天縛皇神社は、旧小山村の鎮守とされている神社で天文元年（1532）に創建さ

れました。祭神は創建当時は帝釈天で、明治時代初期に神仏分離令により伊邪

那岐命（いざなぎのみこと）と伊邪那美命（いざなみのみこと）に替わり、神社

名も「天縛明神社」から「天縛皇神社」になりました。人々から「お天縛さま」

と親しまれ、この神社を境に境川の川上を「宮上」（みやかみ）、川下を「宮下」

（みやしも）と呼ぶようになりました。なお、現在宮下は地名として残ってい

ますが、宮上は地名としては残っておらず、小学校、児童館、公園に名を残すの

みです。 

     その後、明治 42年（1909）に宮上にあった足穂（たるほ）神社を合祀したた

め、現在は天照大神・神呂岐命（かむろぎのみこと）・大山昨命（おおやまくい

のみこと）も祀られています。 

     また、「天縛皇」は「天を縛る」という意味ではなく、伊勢信仰に関連する「天

白信仰」に基づくのではないかとみられています。天縛皇神社の祭礼は毎年 8月

29日で、大勢の人で賑わいます。 

 

 ≪天白信仰≫ 
     本州のほぼ東半分に見られる民間信仰で、長野県・静岡県を中心とし、南限は

伊勢・志摩で北限は岩手県あたりまで広まっています。信仰対象は、星神・水神・

安産祈願など多岐にわたることから様々な研究・解釈が行われてきましたが、

1980 年頃からは伊勢土着の麻積氏の祖神、天白羽神（あめのしらはのかみ、長

白羽神の別名）に起源を求める説が紹介されることが多くなっています。 
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２２ 二十三夜様      ２３ 精進場 
   

    （二十三夜様）                   （現在の蓬莱橋） 

      二十三夜様は、旧暦二十三日の夜の月（夜中の 12時半頃出る一番欠けている

下弦の月）を拝む行事（月待ち講）で、特に 1月 23 日は月の出方によってその

年を占います。月がまっすぐに立って出れば、物を売る時、値が高くなり、横に

なって出れば安くなると判断します。また、月の出る位置で農作物の豊凶を占っ

たそうです。月が出るのは 24日なってからなので、主に農家の女性達が 23日の

夜の 9時頃から集まり、飲食しながら月の出を待ったそうです。月が出た時に願

い事をすると願いが叶うと言われ、日頃忙しくて休む暇のない人達の休息日の意

味もあったと思われます。 

    二十三夜様の近くの蓬莱橋がある場所は、かつて精進場と呼ばれて、大山参り

の人々がここで身を清めてから大山に向かったそうです。 

   しかし、ここには恐ろしい形相の老婆が夜中に小豆洗いをしていたという噂

が流れたり、人さらいがあったりして人々が不安に怯えていたので、地元の有力

者の大塚市左衛門が安永 10年（1781）に橋のたもとに二十三夜講の本尊、勢至

菩薩（阿弥陀如来の右脇仏で知恵を表し、観世音菩薩と共に弥勒三尊を構成する

仏様）を祀って、橋供養をしました。それ以来この祠は「二十三夜様」と呼ばれ

て地元の人々に親しまれています。 

   いつしか「橋の神様」がなまって「足の神様」と言われるようになり、足の病

気で悩む人が遠方からもたくさんお参りに来るようになりました。今でも祠の

中に靴や草履・わらじ・スリッパ・杖などが供えられています。 
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   （小豆洗い） 

小豆（あずき）洗い……？ 

小豆洗いは「小豆とぎ」とも呼ばれる妖怪です。 

住んでいる場所は決まっていて、谷川のほとりか、橋

の下です。夕方になると橋の下に現れて、ショキショキ

と小豆を洗っているような音を立てます。人に害を与え

ませんが、時には「小豆とごうか。人とって食おうか」

とうたっては人を驚かせます。この唄声に近づこうとす

ると必ず川に落ちると言われています。 

小豆洗いの正体については、ムジナやガマが化けたも

のとか、ヒキガエルが変じたものとか、色々な説があり

ますがはっきりしていません。 

夕方ショキショキと音を立てるのは「暗くなると川は

危ないから近寄るな」と子どもたちに教えているのかも

しれませんね…… 
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  ＊下記の精進場の説明は、両国橋のたもとにあった精進場のことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 「さがみはらの地名」（村をつないだ道・川） 

                     相模原市教育委員会・平成 2年度 
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 ≪宮上小学校≫ 

 

 

 

 

 

    （宮上小学校） 

   宮上小学校は、昭和 54年（1979）に児童数の増加で教室が足らなくなったこと

や、学区が広くて遠いことを理由に、旭小学校から分離し、開校されました。（旧

市内で 46番目）開校したのは 4月 1日ですが、ちょうど市制施行 25周年に当た

っていたため、開校記念日は 4月 25日にしたそうです。 

   また、宮上小学校は境川に面しているので、平成 8年（1996）ごろから粗大ご

みが散乱する川の美化活動を続け、平成 18年（2006）に第 19回環境美化功労団

体表彰（主催：日本石鹸洗剤工業会、後援：環境省、協賛：「小さな親切」運動本

部）「地球ピカピカ大賞」で全国 1位となる最優秀賞を受賞しました。 

 

  ＊宮上小学校の変遷・・・ 

       蓮乗院の養麟学舎→小山学校→旭小学校→宮上小学校 
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≪３ 橋本南地区コース≫ 

２４ 相原高等学校 （数字は「橋本の文化財おさんぽマップ」に対応しています。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （大正 12年 開校当時の相原農産学校）        （周りは畑ばかり…） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （2011年の相原高等学校） 

     相原高等学校は、大正 11年（1922）10月に「県立農蚕学校」として設立が許可

され、翌大正 12 年（1923）4 月に県で 2 番目の甲種農学校として出発しました。

当時の学科は農業科・蚕業科・専修科の 3科です。（現在（平成 29年（2017）4月）

は、畜産科学科・食品科学科・環境緑地科・総合ビジネス科の 4科です。）その後、 

「県立相原農蚕学校」（昭和 5年）、「県立相原農蚕高等学校」（昭和 23年）、「県立

相原高等学校」（昭和 29年）と 3回名前を変えて現在に至っています。 

    橋本駅南口すぐの地に位置し、広大な敷地（創立時 21,530坪＝約 7.1ha）に楠の

大木を始め、たくさんの立派な木々が立ち並び、まるで公園のような趣さえ感じさ

せられる緑豊かな学校です。 

橋本駅前にありながら、なぜ「橋本高校」ではなく「相原高校」なのかというと、

創立当時この辺りが相原村だったからです。敷地は相原村（旧小山村）の原清兵衛

他 20 数名が寄付したそうです。当時の相原村は純農村で、橋本駅と両国橋周辺に
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わずかに商店や人家が散在するのみで、学校周辺は見渡す限り桑畑と麦畑だったと

のことです。 

開校約半年後の大正 12年（1923）9月に関東大震災が起きた時に、農蚕学校は被

害が軽かったので、大きな被害を受けた横浜に向けて自転車で救援物資を届ける

「救難自転車隊」を組織し、森校長を先頭に教員と生徒の 50余名で 9月 15日の朝、

100貫（375kg）のかぼちゃ・じゃがいも・里芋・さつま芋・茄子などの農作物を神

奈川県庁まで運び、大変感謝されたとのことです。また、2011 年の 3 月 11 日に起

きた東日本大震災の時には、帰宅困難者のために体育館を宿泊・休憩場所として提

供し、大変喜ばれたそうです。 

相原高校は地域との交流も積極的に行っていて、幼稚園・保育園・小学校の子ど

もたちが遊びや勉強に訪れたり、正面前で野菜や牛乳や卵などを販売したり、校内

で育てた家畜や野菜を使ってカレーや中華まんなど色々な商品を開発して、ミウィ

を始め周辺の商店で時々販売し、地域の人に喜ばれています。また、正面の壁には

生徒達の各方面での活躍の様子を知らせる掲示板があり、道行く人々に親しまれて

います。 

こうした相原高校ですが、2027年に品川～名古屋間で開業予定のリニア新幹線の

駅設置に伴って、現在地から約 1.5km離れた職業能力開発総合大学校跡地に移転し、

平成 31年（2019）春に開校予定で計画が進められています。 

 

２５ 橋本変電所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （建設当時の橋本変電所 大正 12年）      （南町内会の会合場所として使われていた 

                            変電所の旧事務所） 
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    （2011年の橋本変電所） 

    橋本変電所は国道 16号沿いにあり、大正 12年（1923）に送電を開始しました。

当時としては珍しく見上げるような鉄塔が立ち、甲信幹線と呼ばれており、ここ

で電圧を調整して東京・横浜へ電気を送っていました。電圧を変圧するときに発

生する電熱を下げるための用水として深さ 100m ほどの井戸を掘ったそうです。

この井戸水は、構内の 10 軒の社宅はもちろんのこと、工事のために付近に住ん

だ人々や一般家庭へも給水されました。また大山街道沿いに、蛇口が作られて通

行する人も使えるようにしてあって、大変喜ばれたそうです。 

    当時は変電所と言わず、スイッチを入れたり切ったりすることから「開閉所」

と呼ばれていたとのことです。 

現在、橋本変電所は送電線の橋本線・淵野辺線・大野線・南多摩線・長野線の

スタート地点で、都留線・八ツ沢線・桂川線のゴール地点だそうです。また、社

員の訓練用の鉄塔が敷地内に 3本あるそうです。 

 

２６・２７ 棒杭   ３１ 大山道 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （塚田医院前の棒杭の石碑）     （橋本 1丁目の小山さん宅にある棒杭の道標。 

                        以前は左の棒杭の石碑の場所にありました。） 
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   （今も残る「大山街道」の名前）               （供養塚にある石碑） 

   棒杭は、江戸時代中期に盛んになった大山詣で（大山参りとも言います）の道中

に設置された道標です。大山詣ででは庶民の物見遊山を兼ねた社寺への参詣の１つ

で、神奈川県で最も信者を集めた大山への参詣のことです。大山は奈良時代に開山

されたと伝えられ、別名雨降山（あめふりやま・あふりやま）と言い、頂上の大山

阿夫利神社（おおやまあふりじんじゃ）は雨乞いの神様を祀っています。 

   人々は大山講を各地で結び、白衣・木の杖・雨具・白地の手甲・脚絆・着ござを

身につけ、腰に鈴を下げて「六根清浄」と唱えながら大山を目指したとのことです。 

    また、大山は農民だけではなく、美しい三角形の姿が海からもよく見えるので、

漁民からも大漁祈願の神様として厚く信仰されたそうです。   

   大山へ向かう道を大山道とか大山街道と呼びます。たくさんある大山道のうち、

相模原市内を通る大山道は下記の 3本です。 

 

① 八王子～両国橋～棒杭～上溝～田尻～当麻の渡し～大山 

② 八王子～両国橋～棒杭～塚場～下九沢～四谷～久所（ぐぞ…田名方面） 

の渡し～大山 

③ 府中～小野路～木曽～古淵～麻溝～勝坂～磯部の渡し～大山 

 

   橋本を通る大山道は①と②で、人々は境川の両国橋で体を清めてから橋本宿に入

りました。本来の道標は前ページの写真の右側のものですが、もともとあった場所

は、左の道標があった場所です。（区画整理のため、本来の場所の近くの小山さん宅

に移動しています。）本来の道標には右側に「北八王子道」左側に「南あつぎ道」と

記され、裏面に「安政」（江戸末期）、正面の下の方に大きく「右大山みち田名○○」

と彫られています。この道標は、橋本宿から上溝方面に行くか田名方面に行くかの

分岐点に建っていて、田名の人々が宿場にお客を呼ぶために、「田名が大山詣での

近道」である旨をこの道標に書き入れて建立したのではないかと言われています。
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ちなみに、田名の名主で宿屋を経営していた江成氏の記録によると、夏期の大山詣

での客の人数は、寛政 11年（1799）が 415人、文化元年（1804）が 582人、文政 3

年（1820）が 646人とのことで、道標の効果がけっこうあったのではないかと思わ

れます。 
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２８ 常慶くぼ 

 

 

 

 

                        （常慶くぼの石碑） 

   常慶くぼの碑は、橋本ライフタウン内のくすのき公園の中に建っています。しか

し、碑には「江戸時代にこの辺りに住んでいた常慶というお坊さんにちなんでこの

名になった。」としか書かれていないため、どういう人なのかよくわかりません。調

べてみると、常慶というのは香福寺にいた僧の名前（延宝 7年（1679）没）で、こ

の地に香福寺の支院である常慶庵があったとのことです。 

   「くぼ」というのは窪地のことで、当時、今の変電所の辺りから北西部を「八が

淵」といい、それにつながる南方の低地を「八が下」と呼んだそうです。雨が降る

と八が淵からの雨水が八が下の窪地に流れ込んだそうで、八が下の窪地の辺りに常

慶庵があったことからこの窪地を「常慶くぼ」と呼んでいたことがわかりました。 

 

２９ 開拓記念碑 

 

   太平洋戦争が終わると、国は食糧難、引揚者対策とし  

て荒れ地の開拓計画を進め、昭和 25年（1950）に北相開   

拓農業協同組合（11戸 38人）が設立されました。今の 

橋本台周辺の開拓が行われ、関係者によって記念碑が建 

てられましたが、都市化により、橋本ライフタウン内の 

相模中央青果卸売市場寄りの場所に移されました。 

 

（開拓記念碑） 
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３０ 工機部跡地（区画整理竣工記念碑） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （相模原都市計画事業橋本地区           （国鉄橋本自動車工場…工機部） 

   土地区画整理事業竣工記念碑） 

            

工機部（国鉄橋本自動車工場）は、現在緑区役所・橋本      

郵便局・高層マンションのオラリオンサイト・相模原北警 

察署などがある場所にありました。第二次世界大戦中、国 

鉄では関東一帯の自動車輸送能力の増進を図るためと有 

事疎開のために自動車修繕の専門工場の建設を始め、昭和 

20年（1945）に開所しました。主に気動車用エンジン・エ   

（オラリオンサイト）   アコンなどの部品の製造と自動車（バス・トラック）の修

繕を担当しておりましたが、昭和 59年（1984）に閉鎖されました。その後、この工

機部の跡地と周辺市街地を整備し、神奈川県住宅供給公社が橋本地区土地区画整理

事業を行い、平成 8年（1996）にまず橋本郵便局が完成されるまでは、背の高い囲

いで囲われた雑草の生い茂る空き地として、長くそのままにされていましたが、次

のような経過で整備が進みました。 

   平成 11年 4月 サン・エール相模原・相模原産業創造センター 

   平成 13年 7月 アルプス技研 

   平成 15年 1月 オラリオンサイト 

   平成 16年 3月 橋本公園 

   平成 17年 8月 コーナン相模原西橋本店 

   平成 18年 4月 相模原北警察署 

   平成 25年 3月 緑区合同庁舎 

   平成 26年 9月 静岡銀行橋本支店 
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３２ 供養塚 

        

 

 

 

 

 

     （供養塚全景 左から忠魂碑、表忠碑・戦没者顕彰碑・供養塔） 

大山街道踏切から相原高校方面に向かう交差点脇に、供養塚と呼ばれる小さい丘

があります。ここには左から忠魂碑（昭和 30年・1955）、表忠碑（明治 42年・1909）、

戦没者顕彰碑（明治 42年・1909）、少し手前に供養塔（明治 31年・1898）の 4基の

石碑があります。 

   この供養塚の場所は、永禄 12年（1569）10月の「三増
み ま せ

合戦」（武田信玄と北条氏

康の軍勢が愛甲郡三増峠で戦った合戦）で敗退した北条方の落ち武者の一部が、八

王子の滝山城へ引き返そうとして道を誤り、力尽きた数十人が自刃した場所と言わ

れています。明治 31年（1898）に橋本の人々がこれを哀れに思い、慰霊のために供

養塔を建立したので、以後この場所が供養塚と呼ばれるようになったそうです。 

   また、明治 42年（1909）には、日清・日露戦争に従軍した犠牲者を悼む表忠碑と

戦没者顕彰碑が建立されました。碑文は山縣有朋氏の筆によるものです。表忠碑を

建立する時に供養塚を発掘したところ、三増合戦当時のものと思われる武具・刀剣・

銅銭などが少量出土したそうです。その後、この地には昭和 30年（1955）第二次世

界大戦の戦没者のための忠魂碑が建立されました。 
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≪旭中学校≫ 

 

   （昭和 25年 （1950）創立当時の校舎）            （2011年の旭中学校） 

旭中学校は、６・３・３制の教育制度により昭和 22年（1947）5月に旭小学校

に間借りして、「高座郡相模原町立旭中学校」として開校しました。橋本地区の中

学校なのに「橋本中学校」という名前ではないのは、このためです。（橋本中学校

は存在しません。）その後、生徒の増加により旭小での間借りでは狭くなり、昭和

25年（1950）の9月に現在の場所に建った木造の新校舎に移転し、昭和29年（1954）

には、相模原町が市になったため「相模原市立旭中学校」と改称しました。 

    創立当時の旭中の校区は大変広く、現在の相原・内出・清新・小山・中央（の

一部）の５つの中学校の校区を合わせた広さで、（つまり二本松辺りから西門辺り

まで！！）家庭訪問をする先生はとても苦労したそうです。また校区が広いため、

当時は生徒にも自転車通学が認められていたそうです。開校当時、敷地の広さが

県下一でしたが、昭和 48年（1973）の 10月に下段校庭を橋本小の敷地として分

譲しました。今でも校地がかなり広く、駅から近いこともあって野球や剣道など

の部活の試合会場になることが多いようです。また、公立中学校としては珍しく

弓道部があるのも特色です。（市内唯一） 

    三代に渡って旭中の卒業生という家庭もあり、校長室にある歴代の卒業アルバ

ムで、祖父母や両親の中学時代の写真を見つけて現役の生徒が喜ぶ・・という場

面も見受けられました。また旭中の卒業生が教諭として活躍されている例も見受

けられます。 

    昭和 35年（1960）ころから生徒数が増え始め、昭和 56年（1981）頃までの間、

全校生徒が 1600～1700人も在籍する超マンモス校になりました。（1学年 13クラ

スもあったそうです。）その後、清新中や相原中、内出中、小山中などが開校し、

ようやく 1,000人前後の人数に落ち着き、現在に至っています。 

    また広い校庭は、毎年 9月の第 2日曜日に開催される橋本町民運動会の会場と

して長年親しまれています。なお、開校以来たくさんの旭中生を見守り旭中のシ
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ンボルツリーと言われていた正門付近の大きな柳の木が、キノコによる腐食が進

んで倒れる恐れが出たため、2010年に惜しまれながら切り倒されたそうです。 

 

 ≪橋本小学校≫ 

 

 

 

 

 

 

  （昭和 49年 6月初めての朝礼で平野清子初代校長と…）  （2011年の橋本小学校） 

     橋本小学校は、もともと旭小学校に通っていた児童の数が増えたのと、校区

が広くて小学生には通いづらいという理由で、昭和 49年（1974）4月に旭小学校

の一部に間借りして創立されました。そして、旭中の下段校庭を分譲してもらっ

た土地に鉄筋の校舎が完成し、6月 1 日に現在の場所に移りました。当時 4 年生

以上の児童は、自分たちの手で教室を清掃し、自分の椅子を旭小から１km以上離

れた橋本小まで運んだそうです。校庭の一部が未整地の松林であったことや国道

16号線の車の騒音がひどかったことから、保護者や地域の人々が多く苗木の寄贈

や植樹・整地の勤労奉仕をし、現在 16 号線沿いの見事な緑を完成させたそうで

す。 

     橋本小の校区は交通量が多く、16号線を渡って裏門から登校する児童の方が正

門から登校する児童より多いという現状がありました。そのため登下校の安全確

保が最重要課題でした。しかし、平成 9年（1997）に西橋本の地下道（以前は歩

道橋でした）、平成 12年（2000）に橋本五差路の地下道ができて、だいぶ安全に

通えるようになりました。現在も続いている登校班による集団登校は、開校当初

は事故と班長の責任を心配する声が多かったそうです。最近は付近に大型マンシ

ョンができたこともあって児童数が増え続け、現在では市内で１，２を争う「児

童数が多い小学校」になっています。 

    また、平成 15年（2003）に始まったホームページはほぼ毎日更新されているせ

いかアクセス数がとても多く、平成 17年（2005）には優秀な学校ホームページに

与えられる「J-KIDS 大賞」のベスト８（特別推薦枠）に輝いています。（修学旅

行や運動会の実況中継なども保護者に人気とのことです。） 
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 ≪「かなりや児童館」から「橋本こどもセンター」へ≫ 

    

  （昭和 39年 かなりや児童館 ときわ会総会の写真）       （橋本子どもセンター） 

     

かなりや児童館は、昭和 38年（1963）4月に現在橋本こどもセンターがある相

原高校南隣りに、児童館兼南町自治会館として建設されました。（南町は現在の橋

本 1・2 丁目と西橋本に当たり、昭和 42 年に現在のように分かれました。）当時

のかなりや児童館は木造平屋建てで、平成 5年（1993）の 3月に閉館するまで 30

年の間、地域の子どもたちと住民の心のよりどころ・集会所・投票所として親し

まれてきました。なお、当時の児童館は「こばと」とか「ひばり」など鳥の名前

を付けられることが多かったそうです。かなりや児童館の指導員として勤務され

ていた大籠
おおごもり

さんと小澤さんにお話を伺ったところ、児童館は月曜日が休みで、火

曜日から日曜日までの午後 1時から 5時の間開館したそうです。 

指導員は基本的に１人で（毎日交替）子どもたちの世話をしたそうです。（2人

同時勤務は月 1回で、その時に行事の企画を立てたりし、普段は日誌で様子を伝

えあったとのこと）そのため、子どもが大勢やってくるとまったく目が離せなか

ったそうです。児童館としてはとにかく「安全第一に楽しく過ごす」をモットー

とし、七夕飾り作り・飯ごう炊さん・キャンプファイヤー・相原高校での宝探し

や写生・どんど焼きなどの行事を企画し、毎月「児童館だより」をガリ版で切り、

印刷して配布していたとのことです。 

かなりや児童館は建物が開放的な平屋だったこともあって、通りがかりの地域

の人がふらっと寄って世間話をしていくような、気楽で親しみやすい雰囲気があ

ったそうです。夜は団体貸しをして、自治会等の会議やお囃子・鼓笛隊の練習等

に大いに利用されていました。（夜の団体貸し出しは、こどもセンターになっても

続いています。） 
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しかし、平成 5年（1993）3月にその役目を終え、1年後の平成 6年（1994）4

月に同じ場所に鉄筋 2階建ての「相模原市立橋本こどもセンター」が開館しまし

た。年末年始と選挙の投票日・偶数月の第 3日曜日以外は開館しています。開館

当時は館長を含めて 9 人だった職員は、今は補助員の人も含めると 20 人以上と

のことです。児童クラブ（学童保育）で預かる子どもの定員は最初 50 人でした

が、時代の流れにより現在は 113人に増えています。放課後こども教室事業とし

て、各種工作・ゆめひろばシアター・おはなし会等 20事業、世代間交流事業とし

てマジックショーや近隣高校・中学校との連携事業等 12 事業を行っています。

また、子育て支援事業として毎週 2回の子育て広場や週 1回のキッズタイム、毎

月 1回のふれあい親子サロン等を実施しています。 

なお、児童クラブは当初旭小と橋本小の両校の児童が対象でしたが、入会希望

者の増加により平成 16年（2004）4月から、旭小の児童は旧橋本公民館跡地にで

きた「旭児童クラブ」に移りました。午前中には主に乳幼児とお母さんたち、午

後は一般児童と児童クラブの子どもたちも加わって、年にのべ 3万 6千人（月に

約 3千人）の入館者があるそうです。 

また、橋本こどもセンターには、「かなりや子どもの広場」が隣接しているの

で、ボール遊び、一輪車や竹馬などの外遊びがのびのびできる点が、他のこども

センターより恵まれていると言えます。 

       こうした橋本こどもセンターですが、2027年品川～名古屋間で開業予定のリ

ニア中央新幹線の駅新設用地として活用されるため、旭中学校敷地内（橋本り

んご保育園横）に移転し、2019年春開設される予定で計画が進められています。 
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≪相模原協同病院≫ 

     橋本地区周辺は、長い間無医村のような状態で、結核や脳卒中などで亡くなる

人が多く、乳幼児の死亡率も高かったそうです。このような状態を解消するため

に、昭和 11年（1936）に農民医療利用組

合の設立準備会が発足されましたが、第

二次世界大戦や地元医師会の反対などで、

なかなか進展しませんでした。  

しかし、昭和 14年（1939）に当時の近

藤知事から病院用地のあっせんがあり、

現在の場所に 3025 坪（約 1 万平方メー

ル）の土地が確保されました。ただ、当時

は戦時中のため建築資材が手に入らず愛 

（昭和 29年の協同病院）         甲郡の製糸工場の解体材や串川組合建物 

の解体材などを使って大変な苦労の末建設され、遂に昭和 20年（1945）7月 25 

日に「神奈川県農業会相模原病院」として落成し、終戦間近の 8月 1日から診療 

を開始しました。当時は診療科５、ベッド数 20、医師 4名、看護婦 7名だったそ 

うです。（平成 29年現在では、診療科 35、ベッド数 437、職員数 1,167名とのこ 

とです。）その後、昭和 24年（1949）に「協同病院」、昭和 43年（1968）に「相 

模原協同病院」と改称して現在に至り、身近な総合病院・救急病院として橋本地 

区の医療の中心的存在として頼りにされています。   

しかし、敷地の狭隘化が進み、十分な駐車場の確保が困難なことにより、周辺

道路に駐車待ちの車列による渋滞の発生や、

建物の老朽化等から、2019年 頃に、1.5キ

ロほど離れた職業能力開発総合大学校跡地

へ移転する計画が進められています。  

 

 

（2011年の協同病院） 
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≪橋本競馬場≫ 

     

 

 

 

          

    （橋本競馬場跡地付近） 

                         

     日露戦争の後、軍備の拡張に努めた我が国は、戦争には馬が重要だというこ 

とで、馬の改良育成のための一手段として各地方で競馬を開催するようになり 

ました。橋本でも橋本五差路の付近に広がる窪地の畑を馬場にして、大正 12年 

（1923）5月 5日に第 1回目の競馬が開催されました。競馬場の周辺は幕やム 

シロを張って中が見えないようにし、入場券を買って場内へ入る仕組みだった 

そうです。駅付近の商店が出店を出して飲み物や弁当を売り、大変賑わったと 

のことです。当時の馬券は 1 枚 50 銭で、馬券の売り上げは公認になった大正

14年（1925）の 4月 2日が 2,200円、4月 3日が 6,700円、最終日の 4月 6日

が 19,000円とうなぎのぼりの人気でした。 

 優勝馬には、のぼり旗やバケツなどの賞品が贈られたそうです。しかし、大

正 15 年（1926）の法律改正により、橋本競馬場は藤沢競馬場に吸収合併され

ました。跡地は畑地に戻されましたが、窪地のため大雨のたびに水浸しになっ

て作物があまり実らず、競馬場としての華やかな時期がうそのようなありさま

だったとのことです。 
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 ≪やすらぎの道立体≫ 

 

 

 

 

 

 

 

  （やすらぎの道立体）            （ショッピングセンター アリオ） 

 東橋本方面から大山町方面に行くためには、以前は踏切を利用しておりまし

たが、この踏切は横浜線と相模線と車庫を出入りする電車がひっきりなしに通

るため、待ち時間がかなり長い割に通過できる時間がとても短く、渡りきる前

に遮断機が下りてしまうこともしばしばで、「開かずの踏切」として長い間利

用者を悩ませてきました。（渡る時は車と歩行者・自転車・ベビーカーなどが触

れそうになるなどの混雑ぶりで、とてもヒヤヒヤしたものです。）特に朝、旭中

の生徒の通学時の混雑は大変なもので、PTAの当番が安全指導に立ちましたが、

地域住民からの苦情がとても多かったそうです。これらの問題点を解消するた

めに、平成 8年（1996）に線路の下をくぐる地下道が作られ、待たされること

なく安全に通行することができるようになりました。 

 「やすらぎの道立体」という名前は、「歩みに入る者に安らぎを 去りゆく者

に幸せを」というドイツのロマンチック街道にあるローテンブルグ城のシュピ

タール門に、ラテン語で刻まれている銘文にちなんでつけられたそうです。 

  

 

 

 

  



        

 

 

 

 

 

 

第 3 章 地図で見る橋本の変遷 
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資 料 編 

 

       １ 昭和の初めの子ども達 

 

      ２ 橋本周辺の年表 
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  昭和の初めの子ども達 

 

   農家の小学校 6年生の一日の生活 

  を追ってみました。（6月頃） 

 

   （顔を洗う） 

      枕元に畳んでおいた着物を着て、まず   

顔を洗うため外にあるつるべ井戸に行き、  

水を汲み上げ水桶に入れて顔を洗います。   

井戸の水は、冬でも夏でも 16 度ぐらい  

の水温で夏は冷たく冬は暖かく感じます。  

顔を拭くのには、まだタオルがなく、 

手ぬぐいでした。                    

（挿絵 相模原市小学校社会科副読本） 

 

   （朝の仕事） 橋本では、主な産業は農業で、養蚕、麦、陸稲、さつま芋などで、多

少牛や馬、やぎを飼っている家がありました。 

      食事の前に親は、朝づくり（畑の仕事など）に出てしまうので、長男や長女は、

弟や妹の面倒を見ていました。 

      うさぎを飼っている子どもは、前日採ってきた草をうさぎに与えます。 

    

（食事） 食事には、大人も子どもも一人に一つ「箱膳」を持っていました。 

    台所のそばに積み重ねてありました。食事は、家族全員が揃

わないと食べられませんでした。 

             必ず大きな声で「いただきます。」と言わされ、一粒でも残す

と、「神様の罰が当たる。」と叱られました。 

           ご飯は、お米に押し麦が半分ぐらい入っていました。 

                箱膳は、手前の左に茶碗、右にお椀、箸は、太い持つ方が右  

に、お皿は、奥へとやかましく言われました。食べ終わると茶碗にお茶を入れ箸

でかき混ぜて、これを飲んでから茶碗を箱膳にしまいました。また、箱膳を元の

場所に積み上げて置きます。 

 

（学校へ） 教科書やノート、弁当を肩掛けのカバンに入れていました。1クラスは

50 人ぐらいで、全国どこの学校でも、男組、女組に別れていました。 

  机に座る順番は、身長順か、あいうえお順で先生によりまちまちでした。 

   昼食は、全員弁当を持参でアルミの弁当でした。梅干しが真ん中にあって「日

の丸弁当」と呼びました。 

   食事の時は、当番が小使室から大きなやかんにお湯を入れ、それを運んで弁当

箱のふたに注いでくれました。授業が終わると、校庭や自分たちの教室、廊下、

また 1年生の部屋の掃除を全員でやりました。 
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   帰る時は、奉安殿（天皇陛下の写真が納めてある建物）に向かって一礼、校庭

に向かって一礼してから門を出ました。 

 

（帰宅後） 5 月、6 月頃は、風が強く、土ほこりがひどく、家の中まで入ってき

ます。帰宅後は、雑巾がけも子どもの仕事でした。 

 農家では、長男や長女は、弟や妹の子守をするのが当然で、

なかなか遊べませんでした。 

 うさぎを飼っていると、竹かごを持って草取りをしました。 

 季節によっては、子守をしながら麦踏もしたりしました。

また、近くの林に行き、いろりや風呂の燃料になる枯れ木

を集めるのも子どもの仕事でした。 

 なんといっても、大変なのは、風呂の水汲みと風呂焚きで

した。水道がないので井戸から風呂場まで水を運ばなけれ   

ばなりません。そして、風呂釜に火を付けますがなかなか火が付かず大変でした。

風呂に入る順番は、お年寄りのおじいちゃんからで、お父さん、子どもで最後は

お母さんでした。 

（夕飯） 夕飯はほとんど、うどんでした。 

 うどんを作るには、大人が小麦粉をこねて、それを板の上に乗せて、布をかぶ

せて、その上に子どもが乗って足で何度も、何度も踏みました。

最後に大人が、麺棒で薄く延ばして切ります。 

   うどんの幅が広いので、「ひもかわ」と呼んでいました。 

   うどん汁の中は、季節の野菜がたっぷり入っていました。 

   だしには、煮干しを入れました。時には、豚のもつが入った時  

などは、子どもたちは「肉入りうどん」と大喜びで食べました。 

 

（寝るとき） 夏は、蚊に刺されないように部屋一杯に「蚊帳」（かや）をつりま

した。冬は、「かいまき」という着物のような形の綿の入った掛布団で、男の子

は兄弟か父と、女の子は姉妹か母と一緒に寝たものです。 

 

（その他の食べ物） 当時のご飯のおかずは、冷蔵技術も未発達で、魚と言えば丸

干しイワシ、サンマの開き、身欠きにしんなど干しもので、特にサンマの取れる

時期には、八王子からリヤカーで魚を売りに来る行商人もいました。 

   もの日（祝日や誕生日など）には、ご飯には、麦の代わりに小豆を入れて炊い

たり、家によっては、必ず 1 日と 15 日にこの小豆ご飯を炊く家もありました。 

 

＊ 取材に協力いただいた方 柚木栄司さん 矢島栄さん 
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